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２０世紀の版本と編纂におけるＱ１Ｈ舳肋

野　口　忠　昭

Ｉ

　第一四つ折り本Ｈ舳伽（以下Ｑ１Ｈ舳〃と略す）はシエイクスピア編纂史上，１８２３年までそ

の存在が確認されることはなか った。この年に最後のぺ 一ジを含む一枚が欠けた一冊目のＱ１

Ｈ舳〃がＳ １ｒ Ｈｅ皿ｙ　ＢｍｂｕｒｙのＢａｒｔｏｎ にあ った家の押入で発見され（後，アメリカ合衆国の

Ｔｈｅ　Ｈｕｎｔｍｇｔｏｎ　Ｌｌｂ

…ｙに所蔵される），１８５６年にはタイトル ・ぺ 一ジのない二冊目のＱ１Ｈｏ〃勿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
が公に姿を現わす（最終的にそれは大英博物館に所蔵される）ことになる 。

　Ｑ１Ｈ舳〃は１９世紀中に，復刻版，ファクシミリ版などの形で世に出され，中には，第二四

つ折り本Ｈ舳〃（１６０４／５；以下Ｑ２Ｈ舳肋と略す）とパラレル形式をとるものも現われることに
　２）
なる 。

　２０世紀には，同じくファクシミリ版，現代用に綴り字を変えた版，Ｑ１，Ｑ２，そして第一二

つ折り本（以下，二つ折り本はＦと省略）のＨ舳〃を横に並べ，その相互の違いをなるだけ明瞭

にしようとした版が出版される 。更に，ハイテクを駆使したＣＤ－Ｒｏｍ版が出版されている 。本

世紀になっ てから，テクストとして出版されたＱ１Ｈ舳肋として，ＦｒａｎｋＧ　Ｈｕｂｂａｒｄ， ｅｄ
，
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。

　テクストの出版と同時に，Ｑ１Ｈ舳〃の上演もこれまでに，何回か行われている 。１９８５年の
，
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による上演に関し，Ｂｒ１ａｎ　Ｌｏｕｇｈｒｅｙはその関係者らに対してインタウユーを行い，その中で ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５６０）
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ＬｏｕｇｈｒｅｙはＱ１が記憶によっ て再構成されたテクストという理由で，意味をは っきりさせる必

要からテクストの書き替えなどをして，申し訳ない気持ちになっ たことはありましたか，という

主旨のことを尋ねている 。それに対し，Ｓａｍ　Ｗａ１ｔｅｒｓ

はそんな気持ちになっ たことはない。テ

クストを「訂正」するといっ たようなことはなく ，私達はＱ１Ｈ舳伽を演じたのであ って，申

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）しわけないといっ た気持ちになっ たことなどはない，という主旨の応えをしている 。

　この反応は，Ｑ１が立派に上演可能で，しかも ，演じる側に大きなやりがいを与える類のテク

ストであるということを物語っていることが分かる 。つまり ，これまで中心となっ ていたＱ２／

Ｆ１Ｈ舳〃あるいは，それらのテクストを典拠としたＨ舳〃の上演だけが観るに耐える上演

ではなく ，Ｑ１Ｈ舳Ｚ功も同じく鑑賞に値し，Ｈ舳〃の上演世界に立派に参入できる資格を獲

得しつつあるということである 。ＱｌＨ舳〃のテクストとしての自律性を認めてよいことをこ

の上演関係者達は語っているのである 。テクストの自律性が問題になる背景には，主として，テ

クストが，韻律の不揃い，文学性に欠ける点，元の舞台に用いられた台本にあ った台詞の位置が

Ｑ１ではでたらめだ ったりする点など，熟達した座付き作家の作 ったものとは思われないといっ

た事情があ った。更に，１５９４－１６０９年の１５年問に上演された１８の沙翁の演劇が，四つ折り本，八

つ折り本の形で印刷されていたのだが，１８世紀の頃から沙翁のテクスト校訂において，殊に５つ

のＱ版，Ｑ１Ｒｏ倣ｏ伽４〃伽（１５９７），Ｑ１Ｈ伽び５（１６００），Ｑ１〃６”６岬閉閉げ閉〃ゐｏブ

（１６０２） ，Ｑ１Ｈ舳〃（１６０３），Ｑ１〃〃６５（１６０９）は総て短いものばかりで，それぞれのＱ２とＦ１

版中に収まっ たテクストの長さと比較すると ，特にその短さが目立ち，Ｑ２やＦ１のテクストの

言い回しや台詞の配置などに比してシこれらのＱ１テクストは総じて質が落ちるし，筋の展開
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
は大きく変わ っているとされてきたのであ った 。

　そして，何よりも問題だ ったのは，Ｑｌ　Ｈ舳伽が沙翁の書いたものではなく ，その成立に関

しては，Ｑ１Ｈ舳〃が発見された当時から今に至るまでいくつかの説が提示されてきたことで

ある 。記憶に基づいて，あるＨ舳〃の上演を観ていた観客が役者の口から出る台詞を速記で書

き留めて，それを基にした原稿から印刷されたものがＱ１Ｈ舳伽であると考えたＪ．Ｐ．Ｃｏ１１ｉｅｒ

を祖とし，後に，それを修正したり ，補足したりすることになる記憶再構成（ｍｅｍｏ．１ａ１

。。。。ｎ．ｔ．ｕ．ｔｉ．ｎ）説を筆頭に ，台本を不完全に写した原稿から ，あるいは，劇場所有の原本や作者

の草稿を盗んで印刷したという説（Ｓｍｇ・・），習作期作品説（Ｃ・１ｄ…ｔｔ・），書き替え説なとが王な
　　　　　　６）
説として挙がる 。

　Ｑ１Ｈ舳Ｚ勿の評価はこのようなＱ１テクストの成立説がほのめかすところと関わり ，中でも ，

記憶再構成（ｍ．ｍ。。１．１．ｅ．ｏｎ．ｔ．ｕ．ｔ１．ｎ）説をその考え方の中 。し・に据えた「新書誌学派（Ｎｅｗ

Ｂｉｂ１ｉｏｇ。。ｐｈ。。。）」の評価が２０世紀初頭より大きな影響力をもち ，Ｑ１Ｈ舳伽は
‘ｂａｄ’という形容

詞を冠されてきた。しかし，最近ではＳｔｅｖｅｎ　Ｕｒｋｏｗ１ｔｚ がその中心的存在となっ て， Ｑ１Ｈ舳 一

〃の再評価がなされてきているという事情があり ，新書誌学が優勢を誇 っていた２０世紀前半と

は異なり ，２０世紀後期では，Ｑ１Ｈ舳〃の上演のところでも触れたように，その扱い方に明ら
　　　　　　　　　　　　７）
かな変化が見られるのである 。

　小論は，このような再評価のなされてきているＱ１Ｈ舳伽が２０世紀の版本の編纂に際してど

の程度の重要性を有し，どの程度の利用がなされているのかということをなるだけ明確にするこ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５６１）



　１６０　　 一　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４６巻 ・第５号）

とである 。しかし，Ｑ１Ｈ舳肋の意義を確認するために，２０世紀の版を通覧することは，紙数

の上から ，また，筆者の非力から叶わないので ，

１）Ｊｏｈｎ Ｄｏｖｅｒ Ｗ１ｌｓｏｎ，ｅｄ ，丁加丁榊吻げＨ舳Ｚ¢Ｐ舳６６ げＤ３舳〃尾（１９３４）

２）Ｈａｒｏ１ｄ　Ｊｅｎｋｍｓ，ｅｄ ，丁加Ａ〃伽８加加砂６〃３
Ｈ”閉Ｚ〃（１９８２）

３）Ｈ舳伽，ｉｎ　Ｔ１加０功〃８加加吹舳ｊ 冊６ Ｃｏ

妙伽Ｗｏ沽
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Ｔａｙ１ｏｒｗ１ｔｈＪＪｏｗｅｔｔａｎｄＷＭｏｎｔｇｏｍｅｒｙ（１９８８）
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ｅｍｏｒｅ

　Ｅｖａｎｓ　ａｎｄ　Ｊ ．Ｊ．Ｔｏｂｉｎ（１９９７）

以上の４版を，２０世紀の代表的なＨ舳〃テクストとみなし，これらの版にＱ１Ｈ舳〃がどの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）
ように扱われているのかを探ろうとした 。

皿

　１）珊３ル〃８加如８〃〃“ 肋ｍＺ〃（１９３４）のＱ１校合状況

　その第一は，今世紀の初頭に刊行された，ｒ新書誌学派」の一員といえるＪｏｈｎ Ｄｏｖｅｒ Ｗ１ｌｓｏｎ

編纂の〃６！Ｖ；伽８加加吹〃ピＨ舳〃に関してである 。

Ｗ１１ｓｏｎ は自版を編纂する際，そのＴｅｘｔｕａ１Ｃｏｍｐａｍｏｎといえるものを著した。丁加〃伽〃 一

附伽げ８加尾紗６〃６きＨｏ刎如〃伽♂〃６１）ｒｏ〃舳５ げ１なＴｂ郷刎畑ｏｎ，２ｖｏ１ｓ．（１９３４）がそれであ

る（以下，ＭｓＨと略す）。 Ｗｉ１ｓｏｎ はこの中でＱ１Ｈ舳肋について次のように述べている 。

Ｔｈｅ　ｃａｍｐａ１ｇｎ　ｂｅｇａｎ　ｓｌｘｔｅｅｎ　ｙｅａｒｓ　ａｇｏ　ｗ１ｔｈ　ｓｍｕ１ｔａｎｅｏｕｓ　ａｔｔａｃｋｓ　ｕｐｏｎ　ｔｈｅ　ｔｅｘｔｕａｌ　ａｎｄ
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ｓ１ｄｅ，ａｎｄ　ｔｈ
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ｅ　ｂａｄ　 ｕａｒｔｏ　ｃｏｕ１ｄ
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ｅ

ｔｗｏ　ｏｏｄ　ｔｅｘｔｓ　ｓｅｅｍ　ｔｈａｔ　ｍ　ｔｈｅｍ　ａｎｄ　ｍ　ｔｈｅｍ　ａ１ｏｎｅ１ｓ　ｔｏ　ｂｅ　ｆｏｍｄ　ｔｈｅ　ｂ１ｂ１１０ｒａ　ｈ１ｃａ１

Ｉ　ｈａｄ　ｓｅｔ　ｏｕｔ　ｔｏ　ｄ１ｓｃｏｖｅｒ　ｗｈａｔ　ｓｏれｏｆ　ｗ１１ｄ　ａｓｓ　ｈａｄ　 ｅｒ　ｅｔｒａｔｅｄ　ｔｈｅ　ｒ１ｄ１ｃｕｌｏｕｓ　ｔｅｘｔ　ｏｆ

１６０３
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（ｐｐ ．ｘｉｉ－ ｘｉｉｉ）

下線部が示すように，Ｗ
１１ｓｏｎ はＱ１Ｈ舳Ｚ〃を極めて劣悪なテクストと見なし，テクストとし

ての信頼性に欠けると判断している 。

Ｗｉ１ｓｏｎ は自分の出すＨ舳伽はそれまでの版総てが典拠としていたＦ
ｏ１ｉｏ 版とは違い，Ｑ２

Ｈ舳〃であることを強調する 。Ｗｉｌｓｏｎ はＱ２版のタイトルページのことばよりＱ２Ｈ舳〃

が沙翁の草稿（ｆｏｕ１ｐａｐｅｒｓ）から直接印刷された版であると見当をつけ，それをＭＳＨで例証し

ようとしたのであ った 。

（５６２）
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　この評価を反映して，Ｑ２Ｈ舳Ｚ〃を典拠とする ，折衷式編纂の，〃３１Ｖ；伽８加加桝舳ｊ

Ｈ舳Ｚ〃は，表１が示すように，Ｑ１Ｈ舳〃からの異文の校合は４０箇所ていどに留まっ ている 。

本版の校合箇所全体から見ると ，その４０という校合数は大変小さく ，信頼に値しないテクストと

いうＷｉ１ｓｏｎのＱ１評価と合致している
。

　その４０の校合箇所のうち，３箇所はＱ１の異文を採用した箇所になっ ていて，それらの箇所
は， １）３ ．２ ，２４１ ，２）３ ．４ ，１０２のト書き ，３）５ ．１ ，２５２のト書き ，の三箇所である。ト書きの採

用率が高いが，それは自版のＮｏｔｅｓ において ，Ｓｔａｇｅ－ｄ
１ｒｅｃｔ１ｏｎｓ に関し ‘Ｏｃｃａｓ１ｏｎａ１ｕｓｅ ｈａｓ ｂｅｅｎ

ｍａｄｅ　ｏｆ　ｄ１ｒｅｃｔ１ｏｎｓ　ｆｒｏｍ　Ｆ１ ，ｗｈ１１ｅ　ｈｍｔｓ　ａｒｅ　ｅｖｅｎ　ａｔ　ｔｍｅｓ　ｔａｋｅｎ　ｆｒｏｍ　Ｑ１，ｗｈ １ｃ
ｈ１ｓ　ｖａ１ｕａｂｌｅ　ａｓ

ｅｖｌｄｅｎｃｅ　ｏｆ　ｗｈａｔ　ｔｈｅ　ｒｅｐｏｒｔｅｒ　ｓａｗ　ｔａｋｍｇ　ｐ１ａｃｅ　ｏｎ　ｔｈｅ　Ｇ１ｏｂｅ　ｓｔａｇｅ’（ｐ２４２－３）と任記し，典拠

のＱ２Ｈｏ〃６〃以外にＱ１とＦ１も取り入れることを明言しているからである 。これはＱ１を
‘ｔｈｅｒｉｄｉｃｕ１ｏｕｓｔｅｘｔ’と言い切 ったことからして，ある矛盾といえる 。さらに，ト書きだけではな
く， いくら本文の付随的事項（。。。１ｄ．ｎｔ．１． ／ｍ．１ｄ．ｎｔ．１。）とはいえ ，本文の字句に関してＱ１の異

形を採用したわけであるから ，これもまた，矛盾といわなければならない 。

　実際の異形採用に関してはこの程度だが，表１の下線部から分かるように，この版の典拠Ｑ２

の読みが正当であることをＱ１の異形を参考にして補強（表１の１３６５の箇所参昭）したり ，Ｗ
１１

－

ｓｏｎの版までの多くの版が採用してきていたＦ１の異形よりＱ２の読みの方に正当性のあること

をＱ１の異形を持ち出し，議論することによっ て示しているところがある（表１の１ ．５ ．６２；

５． ２， ３４２の箇所参照）。 他にも ，Ｑ１の異文が校訂上の判断の基準にな っていることが分かる箇所が

ＭＳＨには見られる 。

　こういっ たことから判断して，Ｗ
１１ｓｏｎ

はＭＳＨの ‘Ｐｒｅｆａｃｅ’でいっ た‘ｔｈｅ　ｒ１ｄ１ｃｕｌｏｕｓ　ｔｅｘｔ’とは

大きくかけ離れた，矛盾ともいえる信頼をＱ１に対し抱いていたのではないかといえ，Ｑ１

Ｈ舳Ｚ〃は〃６１Ｖ；舳８んｏ加吹舳ｊ Ｈｏ〃勿の校訂，編纂にとっ ては少なからず有効であ ったと

いわなければならない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表１

　　　　　　　　　　　　　Ｊ．Ｄ．Ｗｉ１ｓｏｎ がＱ１Ｈ舳伽を校合した箇所

幕／場／行　　　　　　丁加Ｎ舳８加加吹鮒。Ｈ舳Ｚ勿と〃冊にあるＷｉ１ｓｏｎの説明について

（Ｗｉｌｓｏｎの版のもの）

（Ｑ１の校合が巻末注

より明らかな箇所）

（Ｎｏｔｅｓ とはＪ．Ｄ．Ｗｉ１ｓｏｎ
，ｅ

ｄ．

，丁加Ｎ舳８加加桝舳”舳如ｚ（１９３４）の巻末注

のこと ・また，ＭＳＨとはＷ１１ｓｏｎ，Ｊ　Ｄｏｖｅｒ，ｎ６〃伽鮒ゆな げ３加加砂６舳き

Ｈｏ刎〃ｏ〃〃６戸ｍ〃３伽ｏグ１なＴｍ郷加５５ゴｏ仏２ｖｏ１ｓ．（１９３４）のこと 。ＳＤは
ｓｔａｇｅ　ｄｉｒｅｃｔｉｏｎの略。太字はＱ１が大きく引き合いに出されているところを示
す。）

Ｎｏｔｅｓ　ｏｎ　Ｓｔａｇｅ
－

ｄｉｒｅＣｔｉＯｎＳ：

丁加１〉；６吻８加加砂６伽ピＨｏ刎Ｚ¢Ｎｏｔｅｓ，ｐｐ
．１４２－ ３：

‘Ｄ ｒｅｃｔ１ｏｎｓ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｏｒ１ｇｍａ１ｔｅｘｔｓ　ａｒｅ　ｍｄ１ｃａｔｅｄ　ｂｙ　ｍｖｅれｅｄ　ｃｏｍｍａｓ　Ｏｃｃａｓ１ｏｎａ１

ｕｓｅ　ｈａｓ　ｂｅｅｎ　ｍａｄｅ　ｏｆ　ｄ１ｒｅｃｔ１ｏｎｓ　ｆｒｏｍ　Ｆ１ ，ｗｈ１１ｅ　ｈｍｔｓ　ａｒｅ　ｅｖｅｎ　ａｔ　ｔｍｅｓ　ｔａｋ
ｅｎ

ｆｒｏｍ　Ｑ１，ｗｈ１ｃ
ｈ１ｓ　ｖａｌｕａｂ１ｅ　ａｓ　ｅｖｌｄｅｎｃｅ　ｏｆ　ｗｈａｔ　ｔｈｅ　ｒｅｐｏｒｔｅｒ　ｓａｗ　ｔａｋｍｇ　ｐ１ａｃｅ

ｏｎ　ｔｈｅ　 Ｇ１ｏｂｅ　ｓｔａｇｅ
’．

ト書きを考えるためにＦ１を校合し，何回か用いている 。一方，Ｑ１も示唆を与

えるので，時々採用している 。それはＱ１はテクストを再現した者（ｒｅｐｏれｅｒ）

がグロー ブ座で上演されていたところの証として貴重だからであるとＷｉ１ｓｏｎ は

説明している 。

！． １． ２１

　６３

（５６３）



１６２

　　　９８

　　　１７５

１． ２． １２９

　　　１９８

立命館経済学（第４６巻 ・第５号）

Ｑ２／Ｆ１の ‘Ｉｎ　ｔｈｅ　ｄｅａｄ　ｗａｓｔ　ａｎｄ　ｍ１ｄｄｌｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｍｇｈｔ’を ‘Ｉｎ　ｔｈｅ　ｄｅａｄ　ｗａｓｔｅ

ａｎｄ　ｍｌｄｄ１ｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｍｇｈｔ’と校訂した箇所。Ｎｏｔｅｓ，ｐ１５３

ｑ・・ｔｍｇＴｌ・妙１２３２７
‘‘

ｔｈ
・ｔ…ｔ

ｏｆ　ｍｇｈｔ
’’

Ｔｈｅ　ｔｗｏ　ｗｏｒ
ｄｓ　ａｒｅ　ｖａｒ１ａｎｔ　ｆｏｒｍｓ，ａｎ（１ｔｈｅ　ｓｅｎｓｅ１ｓ　ｔｈ

ｅ　ｓａｍｅ，１ｅ　ｔｈｅ

ｄｅｓｏ１ａｔｅ　ｈｏｕｒｓ　ａｂｏｕｔ　ｍ１ｄｍｇｈｔ　ｗｈｅｎ　ａｌ１ｎａｔ皿ｅ　ｓ１ｅｅｐｓ
　Ｍａｒｓｔｏｎ，〃ｏＺ６０〃３〃

，

２３“’Ｔｌｓ　ｎｏｗ　ａｂｏｕｔ　ｔｈｅ　ｍｍｏｄｅｓｔ　ｗａ１ｓｔ　ｏｆ　ｍｇｈｔ
，’’ ｓｅｅｍｓ　ｔｏ　ｂｅ　ａ　ｐａｒｏ（１ｙ　ｏｆ　ｔｈ

１ｓ

ａｎｄ３ ．２ ，３９１
’．

他の版がＱ１の異形に従っていると注記しているところから ，下線が示すよう

に他の版に対してＱ１が本文校訂に影響を与えてきていることを示している 。

１． ３． ５９－ ８０

　　　６５ Ｑ２の ‘ＯｆｅａｃｈｎｅｗｈａｔｃｈｔｖｎＨｅｄｇｄ
ｃｏｕｒａｇｅ

，ｂ
ｅｗａｒｅ’を ‘Ｏｆｅａｃｈｎｅｗｈａｔｃｈｅｄ

ｍ丑ｅｄｇｅｄ　ｃｏｕｒａｇｅ　Ｂｅｗａｒｅ’と校訂した箇所。ＭＳＨ，ｐ２９５には ，‘Ｔｈｅ　ｗｅ１１
－

ｋｎｏｗｎ　ａｄｖ１ｃｅ　ｏｆ　Ｐｏ１ｏｍｕｓ　ｔｏ　Ｌａｅｒｔｅｓ　ａｔ１３６４－５ｒｍｓ　ｍ　ｔｈｅ　ｔｈｒｅｅ　ｔｅｘｔｓ

（Ｑ２）　Ｂｕｔ　ｄ．ｏｅ　ｎｏｔ　ｄｕｌｌ　ｔｈｙ　ｐａ１ｍｅ　ｗ１ｔｈ　ｅｎｔｅ廿ａｍｍｅｎｔ

　　　　　　Ｏｆ　ｅａｃｈ　ｎｅｗ　ｈａｔｃｈｔ　ｗ１Ｈｅｄｇｄ　ｃｏｕｒａｇｅ

（Ｑ１）　Ｂｕｔ　ｄｏ　ｎｏｔ　ｄｕ１１ｔｈｅ　ｐａ１ｍｅ　ｗ１ｔｈ　ｅｎｔｅｒｔａｍｅ
，

　　　　　　Ｏｆ　ｅｕｅｒｙ　ｎｅｗ　ｖｎＨ
ｅｇ

’ｄ
　ｃｏ皿ａｇｅ

（Ｆ１）　Ｂｕｔ　ｄｏｅ　ｎｏｔ　ｄｕ１ｌ　ｔｈｙ　ｐａ１ｍｅ，ｗ１ｔｈ　ｅｎｔｅｒｔａｍｍｅｎｔ

　　　　　Ｏｆ　ｅａｃｈ　ｖｎｈａｔｃ
ｈ’ｔ　ｖｎＨｅｄｇ’ｄ 　Ｃｏｍエａｄｅ

Ａｐ脈ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｍ１ｓｐｒｍｔ　ｏｒ　ｔｈｅ　ｍ１ｓｔｒａｎｓｃｒ１ｐｔ　ｍ
‘‘

ｍｈａｔｃ
ｈ’ ｔ’’ ａｌｌ　ｅｄ１ｔｏｒｓ　ｈａｖｅ　ｆｏｌ一

１ｏｗｅｄ－Ｆ１ ．Ｔｈｅ　ａ　ｒｅｅｍｅｎ　ｈｏｗｅｖｅｒ　ｂｅｔｗｅｅｎ　Ｑ２ａｎｄ　Ｑ１ｍａｋｅｓ１ｔ　ｔｏ１ｅｒａｂ１

ｃｅｒｔａｍ　ｔｈａｔ　ｃｏｕｒａ　ｅ”ａ　ｅａｒｅｄ　ｍ　ｔｈｅ　ｏｎ　ｍａ１　 ｒｏｍ　ｔ－ｂｏｏｋ　ａｎｄ　ｔｈａｔ“Ｃｏｍ －

ｒａｄｅ’’ １１ｋｅ　ｓｏ　ｍａｎｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｅａｓｌｅｒ　ｒｅａｄｍｇｓ　ｏｆ　Ｆ１ｗａｓ　ｎｏ出ｍｇ　ｂｕｔ　ａ　ｐａｒａｐｈｒａｓｅ

ｏｒ　ｍａｋｅｓ
ｈｌ ｆｔ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｐａ廿ｏｆ　Ｓｃｒ１ｂｅ　Ｃ　Ｔｈｅ　ａｐｐａｒａｎｔ１ｙ　ｎｏｎｓｅｎｓ１ｃａ１

‘‘

ｃｏｕｒａｇｅ”
ａｎ

ｂｅ　ｅｘｐ１ａｍｅｄ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｏｔｈｅｒ　ｈａｎｄ
－１

ｆ　ｗｅ　ｓｕｐｐｏｓｅ　ｔｈａｔ　Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ　ｗｒｏｔｅ　ｓｏｍｅ

ｗｏｒ
ｄ　ｒａｔｈｅｒ　ｌ１ｌｅｇ１ｂ１ｙ　ｍ　ｈ１ｓ　ｍａｎｕｓｃｒｌｐｔ，ｔｈａｔ　Ｓ

ｃｒ１
ｂｅ　Ｐ　ｔｏｏヒ １ｔ　ｆｏｒ“

ｏｕｒａｇｅ
’’

ｔｈａｔ

ｔｈ１ｓ　ｒｅａｄｍｇ　ｐａｓｓｅｄ－ｍｕｓｔｅｒ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｓｔａｇｅ，ｗａｓ　ｒｅｐｒｏｄｕｃｅｄ　ｂｙ　ｔｈｅ　ｐｌｒａｔｅ　ａｎｄ　ｓｏ

ａｐＰｅａｒｅｄ　ｍ　Ｑ１，ａｎｄ丘ｎａｌ１ｙ　ｔｈａｔ　ｔｈ
ｅ　Ｑ２ｃｏｍｐｏｓ１ｔｏｒ，Ｐｕｚｚ１ｅｄ．ｂｙ　Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ

’ｓ

ｗｏｒ
ｄ　ａｓ　Ｓ

ｃｒ１
ｂｅ　Ｐ　ｈａ（１ｂ

ｅｅｎ
，ｔｕｍｅ（１ｆｏｒ　ｌ１ｇｈｔ　ｔｏ　Ｑ１ａｎｄ　ｍ　

ｈ１ｓ　ｔｕｍ　ｓｅｔ　ｕｐ
‘‘

ｃｏｕｒ－

ａｇｅ
’’’

とあり ，Ｑ２がＱ１と符合している点から ，‘ｃｏ１皿ａｇｅ’という単語が台本にあ っ

た語という結論を下しているのだが，つまり ，Ｗ
１ｌｓｏｎ は， 下線を引いた箇所が

示すように　Ｑ２の読みをＱ１で補強しているのである 。Ｑ１のこの箇所はＷｉ１一

ＳＯｎ にとっ て校訂上の意義のあることを裏付けている 。

　　　７４

１． ４． ５３

　　　８２

１． ５． ３３

　　　６２ Ｆ１が ‘Ｈｅｂｅｎｏｎ’としているところを ，Ｑ２／Ｑ１にある ‘Ｈｅｂｏｎａ’をそのまま採

用， 校訂した箇所。Ｎｏｔｅｓ，ｐ．１６１に
，

‘Ｓｈ　ｐｒｏｂ　ｆｏｍｄ　ｔｈｅ　ｗｏｒｄ　ｍ　Ｍａｒ１ｏｗｅ’ｓ　Ｊ舳げ〃”伽，１１１２７１“Ｔｈｅ』ｕｌｃｅ　ｏｆ

ｈｅｂｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｃ艸ｕｓ’ｂｒｅａｔｈ ，’’

ａｎｄ　Ｍａｒ１ｏｗｅ　ｐｒｏｂ　ｔｏｏｋ １ｔ　ｆｒｏｍ　Ｇ
ｏｗｅｒ，Ｃｏが １ｖ

３０１７ “Ｏｆ　ｈｅｂ
ｅｎｕｓ

，ｔｈａｔ　ｓ１ｅｐｙ　ｔｒｅ ’’’ ＭＳＨ　ｐ２７３には ，‘ （１）１ｔ１ｓ　ｈ１ｇｈ１ｙ　ｐｒｏｂ

ａｂ１ｅ　ｔｈａｔ　Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅ　ｂｏｒｒｏｗｅｄ　ｔｈｅ　ｗｏｒｄ　ｆｒｏｍ　Ｍａｒ１ｏｗｅ’ｓ　Ｊ舳ｏゾ〃〃ｏ（皿
，

２７１）
，

（５６４）



２０世紀の版本と編纂におけるＱ１Ｈｏ〃６¢（野口） １６３

Ｔｈｅ　ｊｕｉｃｅ　ｏｆ　ｈｅｂｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｃｙｔｕｓ’ｂｒｅａｔｈ
，

ａ　ｆｏｍ　ｗｈ１ｃｈ１ｓ　ｍｏｒｅ１１ｋｅ１ｙｔｏ　ｈａｖｅ　ｇｌｖｅｎｎｓｅｔｏ　ｔｈｅＱ２ｔｈａｎｔｈｅ　Ｆ１ｖａｒ１ａｎｔ
，

ａｎｄ（ １１ ）ｓｍｃｅ　Ｑ１ａ１ｓｏ　ｒｅａｄｓ“Ｈｅｂｏｎａ”ｗｅ　ｍａ　ａｓｓｕｍｅ　ｔｈａｔ　ｔｈ１ｓ　ｗａｓ　ｔｈｅ　ｆｏｒｍ

とあり
，

Ｗｌ１ｓｏｎ はここで，Ｑ１を判断の基準にして，Ｗ．Ｗ．Ｇｒｅ を始め多くの

校訂者が従 っているＦ１の異形を ， 退けていることが分かる。この箇所に関して
Ｗｉ１ｓｏｎ は Ｑ１に校訂上のある権威を与えているといっ てよい 。

１５９－６１ ＭＳＨ，ｐ．６９に
，

‘ｔｈｅ　
Ｑ２ｔｅｘｔ　ｓｅｅｍｓ　ｅｎｔｌｒｅ１ｙ　ｕｎｅｘｃｅｐｔ１ｏｎａｂ１ｅ１ Ｂｕｔ　ｔｈｅ　ｔｈ１ｃｅ　ｒｅｐｅａｔｅｄ “ｓｗｏｒｄ’’

ａｐｐａｒｅｎｔ１ｙｄ１ｓｔｕｒｂｅｄＳｃｎｂｅＰ，ａｎｄＦ１ａｃｃｏｒ
ｄ．
ｍｇ１ｙｐｎｎｔｓｔｈｅｐａｓｓａｇｅｔｈｕｓ

Ｃｏｍｅ　ｈ１ｔｈｅｒ　Ｇｅｎｔ１ｅｍｅｎ

Ａｎｄ１ａｙ　ｙｏｕｒ　ｈａｎｄｓ　ａｇａｍｅ　ｖｐｏｎ　ｍｙ　ｓｗｏｒ
ｄ，

Ｎｅｕｅｒ　ｔｏ　ｓｐｅａｋｅ　ｏｆ　ｔｈ１ｓ　ｔｈ
ａｔ　ｙｏｕ　ｈａｕｅ　ｈｅａｒｄ

Ｓｗｅａｒｅ　ｂｙ　ｍｙ　ｓｗｏｒｄ．

　　Ｇんｏ．８伽３〃巴

Ａｎｄ　ｔｈａｔ　ｗｅ　ｏｗｅ　ｔｈｅ　ｒｅａｍｎ　ｅｍｅｎｔ　ｔｏ　Ｓｃｒ１ｂｅ　Ｐ　ａｎｄ－ｎｏｔ　ｔｏ　ｈ１ｓ　ｓｕｃｃｅｓｓｏｒ１ｓ　Ｉ

虹Ｑユ
，ｗｈ１ｃ

ｈ　ｏｆｆｅｒｓ　ｕｓ　ａ　ｒｅｐｏｒｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｆ１ｖｅｒｓ１ｏｎ，ａｓ　ｆｏ１１ｏｗｓ

Ｃｏｍｅ　ｈ１ｔｈｅｒ　Ｇｅｎｔ１ｅｍｅｎ，ａｎｄ１ａｙ　ｙｏｕｒ　ｈａｎｄｅｓ

Ａｇａｍｅ　ｖｐｏｎ　ｔｈ１ｓ　ｓｗｏｒ
ｄ，

ｎｅｕｅｒ　ｔｏ　ｓｐｅａｋｅ

Ｏｆ　ｔｈａｔ　ｗｈｉｃｈ　ｙｏｕ　ｈａｕｅ　ｓｅｅｎｅ，ｓｗｅａｒｅ　ｂｙ　ｍｙ　ｓｗｏｒｄ．

　　Ｇんｏ砿Ｓｗｅａｒｅ
．’

と， Ｗ１１ｓｏｎ は記している 。下線を引いたところが示すように，Ｗ
１ｌｓｏｎ はＱユを

介在させることによっ て， Ｑ２とＦ１とのテクストの相違を明確にしようとする 。

ＭＳＨ　ｐｐ６８－９には

‘Ｗｅｈａｖｅａｓｓｕｍｅｄｍ§皿ｔｈａｔｔｈｅｂｕ１ｋ　ｏｆｔｈｅ　ｓｔａｇｅｄ１ｒｅｃｔ１ｏｎｓ，ａｓｓ１ｇｍｅｎｔｏｆ

ｓｐｅｅｃ
ｈｅｓ，ａｎｄ　ｃｕｔｓ　ｗｈ１ｃ

ｈ　 ｄｌｓｔｍｇｕ１ｓｈ　Ｆ１ｆｒｏｍ　Ｑ２ａｒｅ　ｔｈｅ　ｗｏｒｋ　ｏｆ　Ｓ
ｃｒｌｂｅ　Ｐ

，

ａｎｄ　ｗｅ　ｗｅｒｅ　ｅｎｃｏｕｒａｇｅｄ．ｍ　ｔｈｌｓ　ａｓｓｕｍｐ七〇ｎ　ｎｏｔ　ｏｎ１ｙ　ｂｙ　ｔｈｅ　ｇｅｎｅｒａ１ｐｒｏｂａｂ １１１

ｔ１ｅｓ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｓ１ｔｕａｔ１ｏｎ　ｂｕｔ　ａＩｓｏ　ｂｙ　ｔｈｅ　ｆａｃｔ　ｔｈａｔ　ｍ　ａ１ｍｏｓｔ　ｅｖｅｒｙ　ｃａｓｅ　ｗｈｅｒｅ　ｗｅ　ｃａｎ

ｃｈ
ｅｃ

ｋ　ｔｈｅｓｅ　ｍａ廿ｅｒｓ　ｗ１ｔｈ　Ｑ１ ，ｔｈｅ１ａｔｔｅｒ　ａｇｒｅｅｓ　ｗ１ｔｈ　Ｆ１ ’

と記されており ，施した下線部が示しているように ，Ｗｉ１ｓｏｎ はＱ１が本文校訂

上の判断基準を提供する材料として扱っている 。

　　　１７９－ ８０

２． ２． ７３

　　　１５９ ．Ｏ（ＳＤ）

　　　５９１

３． ２． ３７－ ４３

　　　１８０ Ｑ２テクストの ｓ１ｇｎａｔｕｒｅ Ｈ２「のマージンに ，‘Ｈｏ肋Ｔｈａｔ
’ｓ ／ｗｏｍｗｏｏｄ’とあ

るのを ，‘（Ｈ舳〃Ｔｈａｔ’ｓ　ｗｏｍｗｏｏｄ，ｗｏｍｗｏｏｄ ’と校訂した箇所。Ｎｏｔｅｓ，ｐ

２０２には
，

‘Ｑ２ｐｒｍｔｓ　ｔｈｌｓ　ａｎｄ 　ｔｈｅ　ｍｔｅｒｒｕｐｔｌｏｎ　ａｔ１２２３ｍ　ｔｈ
ｅ　ｍａｒｇｍ，ｗｈ１ｃ

ｈ　ｓｕｇｇｅｓｔｓ　ｔｈａｔ

ｔｈｅｙ　ｍａｙ　ｈａｖｅ　ｂｅｅｎ　ａ（１ｄｅｄ　ａｆｔｅｒ　ｔｈｅ　Ｇｏｎｚａｇｏ　ｐｌａｙ　ｈａｄ　ｂｅｅｎ　ｃｏｍｐｏｓｅｄ ’

と記し，この部分が後で付け加えられたのではないかと ，Ｗｉ１ｓｏｎ は考えている 。

１，

２２３のところにも ，マージンに ，‘Ｈｏ舳．ＩｆｓｈｅｓｈｏｕＩｄ／ｂｒｅａｋｅｉｔｎｏｗ
．’

とある 。

ＭＳＨ，ｐ．３０２では
，

‘Ｈａｍ１ｅｔ’ｓ　ｃｏｍｍｅｎｔ　ｕｐｏｎ　ｔｈｅ　ｔａＩｋ　ｏｆ　ｓｅｃｏｎｄ　ｍａｒｒ１ａｇｅｓ　ｍ　ｔｈｅ　Ｇｏｎｚａｇｏ　ｐｌａｙ１ｓ

（５６５）



１６４ 立命館経済学（第４６巻 ・第５号）

‘‘

Ｔｈａｔ’ｓ　ｗｏｍｗｏｏｄ”１ｎ Ｑ２ａｎｄ
‘‘

Ｗｏｍｗｏｏｄ，Ｗｏｍｗｏｏｄ
’’

ｍＦ１Ｔｈｅ　Ｆ１ｖｅｒ－

ｓ１ｏｎ１ｓ　ｓａｎｃｔ１ｏｎｅｄ－ｂｙ１ｏｎｇ　ｕｓａｇｅ，ａｎｄ－ｓｅｅｍｓ　ａｓ　ｍｕｃｈ　ｍ　ｃｈａｒａｃｔｅｒ　ａｓ　ｒｅｐｅｔ１ｔ１ｏｎｓ

１１ ｋｅ
‘‘

Ｖｅｒｙ１１ｋｅ，ｖｅｒｙ１１ｋｅ”，“Ｅｘｃｅｐｔ　ｍｙ１１ｆｅ，ｅｘｃｅｐｔ　ｍｙ１１ｆｅ，ｅｘｃｅｐｔ　ｍｙ１１ｆｅ”

ｎｏｔｅｄｍｖｏ１Ｉ，ｐ８０ＹｅｔＱ２９１ｖｅｓｅｘｃｅ１１ｅｎｔｓｅｎｓｅ ，１ｔ１ｓｔｈｅ‘‘ｃｏｐｙｅｎｔ１ｔ１ｅｄ．ｔｏ

ｐｒｅｆｅｒｅｎｃｅ”， ａｎ（１ｔｈｅ　Ｆ１ｒｅｐｅｔｌｔ１ｏｎ　ｍａｙ　ａｆｔｅｒ　ａｌｌ　ｂｅ　ｎｏｔｈｍｇ　ｂｕｔ　ｏｎｅ　ｏｆ　Ｂ
ｕｒ

ｂａｄｇｅ’ｓ　ｔｒ１ｃｋｓ２Ｉ　ｓｈｏｕ１ｄ　ｍｙｓｅ１ｆ　ｄｅｃ１ａｒｅ　ｕｎｈｅｓ１ｔａｔｍｇ１ｙ　ｆｏｒ　Ｑ２，ｗｅｒｅ　ｌｔ　ｎｏｔ　ｔｈａｔ

Ｑ１ｇ１ｖｅｓ　ｕｓ
‘‘

Ｏ　ｗｏｍｅｗｏｏｄ，ｗｏｍｅｗｏｏｄ，” ｗｈｌｃ
ｈ　ｌｓ　ｐｒｏｏｆｔｈａｔ

ｗａｓ　ｃｕｒｒｅｎｔ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｓｔａ　ｅ　ａｔ　ｔｈｅ　ｂｅ　ｍｍｎ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｓｅｖｅｎｔｅｅｎｔｈ　ｃｅｎｔｕｒ　ａｎｄ　ｔｈａｔ

Ｓｃｎｂｅ Ｃｃａｎｎｏｔｂｅｒｅｓｐｏｎｓｌｂ１ｅｆｏｒ１ｔｓｐｒｅｓｅｎｃｅｍＦ１
’

と注記しており ，下線を引いた箇所，つまり ，Ｑ１にあるハムレ ットの台詞であ

る同語の繰り返し部分がなかったなら ，Ｆ１の異形を簡単に退けるはずだといっ

ていることから ，Ｑ１の異文がＷ１１ｓｏｎ にＱ２とＦ１／Ｑ１のｃｏｎＨａｔ１ｏｎ（異文の

合成）の形をとる判断を下させたのである 。従って，ここでは，Ｗ
ｌｌｓｏｎ にとっ

て， Ｑ１のこの箇所のもつ意義は極めて大きなものがあ ったといえる 。また，付

随的ながら ，Ｑ１をエリザベス朝の英語の特徴を伝える資料としても扱 っている

ことから ，語法の点からも権威のあるテクストと考えていることが分かる 。

Ｑ２ ‘Ｈｏ刎Ｔｈａｔ
’ｓ ／ｗｏｒｍｗｏｏｄ ’

Ｆ１ ‘Ｗｏｍｗｏｏｄ，Ｗｏｍｗｏｏｄ
’

Ｑ１ ‘Ｏｗｏｍｅｗｏｏｄ，ｗｏｍｅｗｏｏｄ１’

２３６

２４１ Ｑ２では ‘１ｅｔｔｈｅｇａｕ１ｅｄ－Ｉａｄｅｗｍｃｈ’ Ｆ１では ‘１ｅｔｔｈｅｇａ１ｌ’ｄ １ａｄ

ｅｗｍｃ
ｈ’ となっ

ているところを，Ｑ１にならい，‘１ｅｔ　ｔｈｅ　ｇａｌ１ｅｄ』ａｄｅ　ｗｍｃｅ’と校訂した箇所 。

‘伽肌３（Ｑ１）Ｑ２，Ｆ１
‘‘

ｗｍｃ
ｈ”　‘‘

ｗｍｃ
ｈ’’ ｏｂｓ　ｆｏｒｍ　ｏｆ“

ｗｍｃｅ
’’

Ｉｎ　Ｓｈ ’ｓ　ｄａｙ

“ｗｉｎｃｅ”＝ｋｉｃ ｋ’ （Ｎｏｔｅｓ，ｐ
．２０３）

ＭＳＨ，ｐ．２８８には
，

‘Ｔｈｅｒｅ　ｓｅｅｍｓ　ｎｏ　ｐｏｍｔ　ｍ　ｃｌｍｇｍｇ　ｔｏ “ｗｍｃｈ” ａｎｄ
‘‘

ｓｏｏｐｓｔａｋｅ”Ｔｈｅ丘ｒｓｔ　ｌｓ

ｍｅａｍｎｇ１ｅｓｓ　ａｓ　ａ　ｖｅｒｂ　ｔｏ　ｕｓ，ｈａｖｍｇ１ｏｎｇ　ｂｅｅｎ　ｒｅｐ１ａｃｅｄ　ｂｙ
‘‘

ｗｍｃｅ
”， ｔｈｏｕｇｈ　ａｓ

Ｄｒ　Ｇｒｅｇ　ｎｏｔｅｓ　ｔｈｅ１ａｔｔｅｒ　ｈａｄ　ａ　ｄ１丑ｅｒｅｎｔ　ｍｅａｎｍｇ　ｍ　ｔｈｅ　ｓｅｖｅｎｔｅｅｎｔｈ　ｃｅｎｔｕｒｙ

Ｔｈｅ　ｓｅｃｏｎｄ，ｏｎ　ｔｈｅ　ｏｔｈｅｒ　ｈａｎｄ
，１

ｆ　ａ１ｔｅｒｅｄ　ａｔ　ａ１１ｓｈｏｕ１ｄ　ｓｕｒｅ１ｙ　ｂｅ　ｍｏｄｅｒｍｓｅｄ

ｏｕｔｒ１ｇｈｔａｓ
‘‘

ｓｗｏｏｐｓｔａｋｅ
’’

ｔｈｅｒｅ１ｓｎｏｓｅｃ１ａｌｖ１廿ｕｅｍｔｈｅＱ１
‘‘

ｓｗｏｏｓｔａｋ ｅ’’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｗｈｉｃｈ　ｍｏｓｔ　ｅｄｉｔｏｒｓ　ｒｅａｄ
’．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と述べ，下線を施したところから ，逆にＱ１の ‘ｗｉｎｃｅ’には良い点があることを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｗ１１ｓｏｎ は告白しているようである。Ｑ１の良い点を素直に認めないのは，Ｗ
ｌｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｓｏｎ が， 社会的にも ，職業的にも ，Ｑ１のテクスト観についてもＰｏ１１ａｒｄにつき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　従 っているからであろう 。

　　　２５１

　　　２６０

３． ４． ４

　　　９－１０（Ａｄｄ１ｔ１ｏｎａ１Ｎｏｔｅｓ）

　　　１０２．０（ＳＤ）　　　Ｑ２ではＦ１と同じく ，‘ル炊Ｇん０３ム’となっ ているト書きを，Ｑ１の ‘〃炊伽
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８’んｏ並加〃５〃な〃ｇｏ伽肌’にならい ，‘１１；〃ぴ肋６ＧＨ０８丁加んあ 〃な加一ｇｏ〃〃

’と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校訂した箇所。Ｎｏｔｅｓ，２１３には

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‘Ｌ地
」Ｑユ，ｗｈ１ｃ

ｈ　ａ１ｍｏｓｔ　ｃｅｒｔａｍｌｙ　ｍｆｏｒｍｓ　ｕｓ　ｏｆ　ｗｈａｔ　ｔｏｏｋ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｐ１ａｃｅ　ｏｎ　Ｓｈ ’ｓ　ｓｔａ
．ｇｅ

　‘‘Ｎｌｇｈｔ　ｇｏｗｎ
’’ ｄ－

ｒｅｓｓｍｇ－ｇｏｗｎ　（ｃｆ　〃〃６　２２７０）
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ａｐｐｒｏｐｒ１ａｔｅ　ｔｏ　ｔｈｅ　Ｑｕｅｅｎ’ｓ　ｂｅｄｒｏｏｍ　ａｓ　ｔｈｅ　ａｒｍｏｕｒ　ｗａｓ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｂａｔｔｌｅｍｅｎｔｓ　Ｃｆ１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３５ ‘１ｎ　 ｈ１ｓ　ｈａｂ１ｔ　ａｓ　ｈｅ１１ｖｅｄ ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と記されており ，施した下線部が示しているように ，Ｗｉｌｓｏｎ はＱ１のＳ．Ｄ．を採

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　用したのである 。ＭＳＨの，ｐ
．ｘｉｉｉに

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘Ｉ　ｈａｄ　ｓｅｔ　ｏｕｔ　ｔｏ　ｄｉｓｃｏｖｅｒ　ｗｈａｔ　ｓｏｒｔ　ｏｆ　ｗｉ１ｄ　ａｓｓ　ｈａｄ　 ｅｒ　ｅｔｒａｔｅｄ　ｔｈｅ　ｒｉｄｉｃｕ１ｏｕｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｔｅｘｔ　ｏｆ１６０３
．．

（５６６）



４． ２， １７

４． ５． ２０ ．Ｏ（ＳＤ）

　　　３７

　　　１４２

　　　１５３ ．０

４． ７． ５６

　　　１６１

　　　１７６

５． １， ２５２．０（ＳＤ）

　　　２７０

５． ２， １６６－８

　　　３００ ．Ｏ（ＳＤ）

　　　３４２

２０世紀の版本と編纂におけるＱ１Ｈｏ〃功（野口）

とあるのを覚えているものにとっ ては少々信じ難いことである 。

１６５

Ｑ２／Ｆ１にはない，Ｑ１の ‘Ｈ舳Ｚ勿Ｚ６０妙加功伽Ｌ６肋３ゴというト書きを採用

している箇所。Ｎｏｔｅｓ，ｐ．２３９には
，

‘Ｑ１“Ｈａｍ１ｅｔ１ｅａｐｅｓ　ｍ　ａｆｔｅｒ　Ｌｅａｒｔｅｓ
，”

Ｑ２，Ｆ１ｏｍ１ｔ　Ｉｔ１ｓ　ｏｂｖ１ｏｕｓ　ｔｈａｔ　Ｑ　ｌ　ｐｒｅ

ｓｅｒｖｅｓ　ｔｈｅ　ｓｔａｇｅ　ｂｕｓｌｎｅｓｓ　’

と注記し，Ｑ１の示唆の大きいところを指摘している 。ＭＳＨ，ｐ．１８６では
，

‘ｉｎ Ｑ１ｗｅｇｅｔｎｏｔｏｎ１ｙａｔｔｈｉｓｐｏｉｎｔＬ６０〃６５ 如ｏ仰ポ〃ｏな加ｇｍ雌ｂｕｔ，ａｆｅｗ

１ｍｅｓ　ｌａｔｅｒ　ｏｎ，Ｈｏ刎〃〃功６３閉ｏ
ガ６ブ Ｌ３０ブ燃Ｔｈａｔ　ａ　ｓｃｕ冊ｅ　ｔａｋｅｓ　ｍ　ｔｈｅ　ｇｒａｖｅ

１ｔｓｅｌｆ １ｓ　ｔｈｅ　ｓｔａｇｅ　ｔｒａｄ１ｔ１ｏｎ，ａｎｄ　ｔｈ
ｅ　ｅｖ１ｄｅｎｃｅ　ｏｆ　Ｑ１ｗｈ１ｃｈ　ｒｅｓｕｍａｂｌ　ｒｅ　ｏｒｔｓ

ｗｈａｔ　ｔｈｅ　 １ｒａｔｅ　ｓａｗ　ａｔ　ｔｈｅ　Ｇ１ｏｂｅ１ｓ　ｓｕ桁ｃ１ｅｎｔ　ｔｅｓｔｍｏｎ　Ｉ　ｔｈｉｎｋ　ｔｈａｔ　ｔｈｉｓ　ｗａｓ

ｗｈａｔ　Ｓｈａｋｅｓ　ｅａｒｅ　ｈｍｓｅ１ｆ　ｍｔｅｎｄｅｄ　Ｉｔ　ｆｏｕｏｗｓ　ｔｈｅｒｅｆｏｒｅ　ｔｈａｔ　ｂｏｔｈ　ｓｔａｇｅ －ｄｒｅｃ

ｔ１ｏｎｓ，ｏｒ　ｓｏｍｅｔｈｍｇ　ｃｏ皿ｅｓｐｏｎｄｍｇ　ｔｏ　ｔｈ
ｅｍ

，ｓｔｏｏｄ　ｍ　Ｓｈａｋ
ｅｓｐｅａｒｅ

’ｓ　ｍａｎｕｓｃｒ１ｐｔ
，

ｔｈｏｕｇｈｏｎ１ｙｏｎｅｒｅａｃｈｅｄｔｈｅＦ１ｔｅｘｔａｎｄｎｅ１ｔｈｅｒａｐｐｅａｒｍＱ２
’

としている 。この下線部分は ，Ｗｉ１ｓｏｎ がそれまでにないト書きを挿入せんがた

めに，Ｑ１をその正当性主張のための拠り所としていることを示している 。この

ト書き部分はシェイクスピアの意図であ ったと主張しているのであるから ，この

ト書きを書き込ませることになっ た‘ｐｉｒａｔｅ’に感謝の言葉を残していてもよいと

感じるのは
、患、い過ごしか 。

Ｑ２に ‘ＯｇｏｄＨｏｒａｔｉｏ ，ｗｈａｔａｗｏｕｎｄｅｄｎａｍｅ’とあるのを ，‘ＯＧｏｄ，Ｈｏｒａｔｉｏ ，＿’

と校訂した箇所。Ｎｏｔｅｓ ，ｐ．２５７には
，

‘Ｑ１
‘‘

Ｏ丘ｅ　Ｈｏｒａｔｉｏ
，’’

Ｆ１
‘‘

Ｏｈ　ｇｏｏｄ　Ｈｏｒａｔｉｏ’Ｌｗｈｉｃｈ　ａ１１ｅｄｄ．ｂｕｔ　Ｃａｐｅ１１，Ｍａ１ｏｎｅ

ａｎｄ　Ｆｕｍｅｓｓ　ｒｅａｄ　Ｔｈｅ　Ｑ１ｒｅａｄｍｇ１ｅｎｄｓ　ｓｕｐＰｏれｔｏ　Ｑ２’（Ｑ１ではＨｏブ肋ｏ と

イタリッ クス）と記し，Ｑ１の
‘丘ｅ’という異形をＱ２の ‘９ｏｄ’という読みを裏付

けるものとしている 。また ，ＭＳＨ　ｐｐ２６６－７では
，

‘Ｉｎ　ｔｈｅ６ｒｓｔ１ｍｅ，ｈｏｗｅｖｅｒ，Ｉ　ｈａｖｅ　ｃｏｎｖｍｃｅｄ　ｍｙｓｅ１ｆ，ａｆｔｅｒ　ｓｏｍｅ　ｈｅｓ１ｔａｔ１ｏｎ，ｔｈａｔ

ｗｅ　ｏｕｇｈｔ　ｔｏ　ｆｏＩ１ｏｗ　ｔｈｅ　Ｑ２
‘‘

９ｏｄ”Ａｓ　ａ　ｍａｔｔｅｒ　ｏｆ　ｆａｃｔ

ｅｓｔａｂ１１ｓｈｅｄ 　Ｓｈａｋｅｓ　ｅａｒ１ａｎ　ｓ　ｅ１ｌｍ　ｏｆ
‘‘

ｏｏｄ”ｗｈ１ｃ
ｈ１ｓ　 ｆｏｕｎ（１ａ　ａｍ　ａｔ４５７２－４

ａｓ　ｗｅ１１ａｓ　ｍ　ｏｔｈｅｒ　ｔｅｘｔｓ，ｓｏ　ｔｈａｔ　Ｆ　ｌ　ｐｒｅｓｅｎｔｓ　ｎｏ　ｒｅａＩ　ｄ１舶ｃｕ１ｔｙ　Ｙｅｔ，ｔａｋｍｇ　ｔｈ
ｅ

ｗｈｏ１ｅ　ｃｏｎｔｅｘｔ　ｍｔｏ　ａｃｃｏｍｔ，ｔｈｅ　ｍｏｒｅ　ａｇｌｔａｔｅｄ　Ｑ２ｖａｎａｎｔ１ｓ　ｓｕｒｅ１ｙ　ｐｒｅｆｅｒａｂ１ｅ
，

ａ１ｔｈｏｕｇｈ １ｔ１ｓ　ｕｍｅｃｅｓｓａｒｙ　ｔｏ　ｍａｋｅ１ｔ　ａ　ｄｅｔａｃｈｅｄ　ｅｘｃ１ａｍａｔ１ｏｎ　ａｓ　Ｃａｐｅ１１，Ｍａ１ｏｎｅ

ａｎｄ　Ｆｕｍｅｓｓ　ｄｏ，ａｎｄ　ｒｅａｄ “Ｏ　Ｇｏｄ １－Ｈｏｒａｔ１ｏ
’’

ｓ０１
ｆ１ｔ　ｗｅｒｅ　ａ　ｄｙｍｇ　ｇｒｏａｎ ，ｌｔ１ｓ

ｓｌｍｐｌｙ　ａｎ　ｅｘｃ１ａｍａｔｌｏｎ　ｏｆ　ｓｔｒｏｎｇ　ｆｅｅ１ｍｇ ，ａｎｄ　ｏｎｅ　ｔｈａｔ　ｍａｙ　ｗｅｌ１ｈａｖｅ　ｂｅｅｎ　ｍｏｄ

１丘ｅｄ　ｍ　Ｆ１ｔｏ　ｃｏｍｐ１ｙ　ｗｌｔｈ　ｔｈｅ　Ａｃｔ　ｏｆ１６０６１Ｍｏｒｅｏｖｅｒ　ｔｈｅｒｅ１ｓ　ｔｈｅ　ｅｖｌｄｅｎｃｅ　ｏｆ

Ｑ１ｔｏ　ｔｈｒｏｗ　ｍｔｏ　ｔｈｅ　ｂａ１ａｎｃｅ　Ｗｈｌ１ｅ１ｔｓ　ｒｅａｄｍ　 ｏｆ“１ｅａｕｅ”ｗ１ｔｈ　Ｑ２ｍａ　ｂｅ

ａｎｄ　Ｉ　ｔｈｍｋ　ｍｕｓｔ　ｂｅ　ａ　ｃｏｍｃ１ｄｅｎｃｅ１ｔｓ
‘‘

Ｏ丘ｅ” ｓ　ｓｔｒｏｎ　ｅｖｉｄｅｎｃｅ　ｔｈａｔ　ｔｈ
ｅ　ｒｅ　ｏれ 一

ｅｒ　ｒｅｍｅｍｂｅｒｅｄ　ａｎ　ｅｘ１ｅｔｉｖｅ　ｏｆ　ｓｏｍｅ　ｋｉｎｄ　ｉｎ　Ｂｕｒｂａｄ　ｅ’ｓ　ｍｏｕｔｈ
’．

とし，強調した先の下線部に示されているＷｉ１ｓｏｎの判断を ，後の下線部分にあ

るＱ１の異形で裏付けようとしていることがはっきり分かる 。ここに ，Ｗｉ１ｓｏｎ

以前の版が採用している ‘ｇｏｏｄラという読みを退け，Ｑ２の読みの正当性が明白で

（５６７）
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あることを示すために ，Ｗｉ１ｓｏｎ がＱ１に校訂上の市民権を与えていることが明

らかである 。

Ｊ　Ｄ　Ｗｌ１ｓｏｎ

が丁加Ｎ舳８加加桝舳Ｈ舳〃編纂のためにＱ１を校合したこ
とがテクスト巻末注より明らかな箇所。その内，３箇所はＱ１からのものを採

用している 。

２）Ｈａｒｏ１ｄ　 Ｊｅｍｋｉｍｓ　ｅｄ
．， 冊３ 五〃舳８加伽８〃〃“ 肋ｍ倣（１９８２）のＱ１校合状況

１９８２年に出されたＨａｒｏ１ｄ　Ｊｅｎｋｍｓのル♂舳Ｈｏ〃勿に関してはどうであろうか 。

Ｊｅｎｋｍｓ はＱ１を次のように評価している 。

丁加 〃３吻Ｚ〃鮒げＱ１
１ｓ　ｎｏｔ　ｔｈａｔ１ｔ　ｏｆｆｅｒｓ　ｃｌｕｅｓ　ｔｏ　ｔｈ

ｅび戸Ｈ”刎
〃ｂｕｔ　ｔｈａｔ１ｔ　ｔｈ

ｒｏｗｓ

１１ｇｈｔ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｔｈｅａｔｒ１ｃａｌ　ａｎｄ　ｔｅｘｔｕａ１ｈ１ｓｔｏｒｙ　ｏｆ　Ｓｈａｋ
ｅｓｐｅａｒｅ

’ｓ　ｐ１ａｙ　Ｉｔ　ｓｕｇｇｅｓｔｓ　ｓｏｍｅｔｈｍｇ

ｏｆ　ｔｈｅ　ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅｓ，ｐｒｅｓｕｍａｂｌｙ　ｏｎ　ｔｏｕｒ，ｆｏｒ　ｗｈ１ｃ
ｈ　ｓｕｃｈ　ａ　ｖｅｒｓ１ｏｎ　ｗａｓ　ｐｒｏｖ１ｄｅｄ， ａｎｄ １ｔ

ｔｅ１１ｓ　ｕｓ　ｓｏｍｅｔｈｍｇ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅｓ　ｗｈ
１ｃ

ｈ　ｔｈｅ　ａｃｔｏｒ－ｒｅｐｏｒｔｅｒ　ｈａｄ　ｋｎｏｗｎ　Ｈａｍ１ｅｔ’ｓ　ｍ
－

ｓｔｒｕｃｔ１ｏｎｓ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｐ１ａｙｅｒｓ　ａｒｅ　ｅｘｐａｎｄｅｄ　ｂｙ　ａ　ｐ１ｅｃｅ　ｏｆ　ａｃｔｏｒ’ｓ　ｇａｇ　　二！二虹§

ｍｄ１ｃａｔｅ　ｎｏｔ　ｗｈａｔ　ｔｈｅ　ａｕｔｈｏｒ　ｅｎｖ１ｓａ　ｅｄ　ｂｕｔ　ｗｈａｔ　ａｎ　ａｃｔｏｒ　ｒｅｍｅｍｂｅｒｅｄ　ａｃｔｕａ１１ｔａｋｍ

Ｐ座Ｔｈｅｙ　ｒｅｖｅａ１ｔｈａｔ　ｔｈｅ　Ｇｈｏｓｔ　ａｐＰｅａｒｅｄ　ｍ　ｔｈｅ　Ｑｕｅｅｎ’ｓ　ｃｈａｍｂｅｒ ‘ｍ　ｈ１ｓ　ｍｇｈｔ　ｇｏｗｎ ’

（皿 １ｖ１０３）ａｎｄ　ｔｈａｔ　ｔｈｅ　ｍａｄ　Ｏｐｈｅ１１ａ　ｃａｍｅ　ｍ ‘ｐ１ａｙｍｇ　ｏｎ　ａ１ｕｔｅ，ａｎｄ　ｈｅｒ　ｈａ１ｒ　ｄｏｗｎ

ｓｍｇｍｇ’（１Ｖ　ｖ２０）Ｉｔ１ｓ Ｑ１ｔｈａｔｔｅ１１ｓｕｓｎｏｔｏｎ１ｙ，１１ｋｅ Ｆ， ｔｈａｔＬａｅ廿ｅｓ ‘１ｅａｐｓｍｔｏｔｈ
ｅ

ｇｒａｖｅ
’，

ｂｕｔ　ｔｈａｔ ‘Ｈａｍ１ｅｔ１ｅａｐｓ　ｍ　ａｆｔｅｒ’ｈｍ（Ｖ １２５１），ａｎｄ　ｔｈａｔ　ｍ　ｔｈｅ　ｃｒ１ｓ１ｓ　ｏｆ　ｔｈ
ｅ１ｒ

ｆｅｎｃｍｇ－ｍａｔｃｈ‘ｔｈｅｙ　ｃａｔｃｈ　ｏｎｅ　ａｎｏｔｈ
ｅｒ

’ｓ　ｒａｐ１ｅｒｓ’（Ｖ １１ ３０６）Ａｎｄ　Ｑ１，ｍ　ｓｐ１ｔｅ　ｏｆ　ａ１１１ｔｓ

ｃｏｒｍｐｔ１ｏｎｓ，ｃａｎ
　ｒｏｖ１ｄｅ　ｓｏｍｅ　ｃｈｅｃｋ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｔｗｏ　ｂｅｔｔｅｒ　ｔｅｘｔｓ，ｈｅ１ｍ　ｎｏｗ　ｔｏ　ａｕｔｈｅｎｔ１ｃａｔｅ

ｔｈｅ１ｒ　ｒｅａｄｍ　ｓ　ｎｏｗ　ｔ０１ｄｅｎｔ１ｆ　ｏｒ　ｅｘ１ａｍ　ｔｈｅ１ｒ　ｅｒｒｏｒｓ（‘Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔ１ｏｎ
’，

ｐ３６）

下線部が示すように，誤りは多いが，Ｑ１中のト書きは当時の役者が実際にあ った上演の状況を

伝えているものとして評価できるとしているのである 。また，Ｑ１は，これまで権威を与えられ

典拠となっ てきた二つの古版，Ｑ２とＦ１とが異なっ ている箇所で，両者の誤りなどを見つけ ，

説明するさいに有用であると評価している。もっとも ，ある種の疑念を有しながらＱ１テクス

トを読んだことも一方でほのめかしているのであるが。

Ｊｅｎｋｍｓの版になると ，Ｑ１校合の数は，Ｗ１１ｓｏｎとは比較にならないほと増加していることが

表２から分かる。Ｑ１校合の箇所は合計４９８，それとは逆に採用数は小さくなっ ている 。Ｑ１の

異形採用は３箇所，内，Ｑ２のつもりだったが，誤 って，Ｑ１の異形を採用した箇所が１箇所 ，

本文に関わる箇所が１箇所，ト書きにかかわるものが１箇所となっ ている 。Ｑ１からの採用数は

少ないものの，ＪｅｎｋｍｓのＱ１の異形評価は全体としては，Ｗ１１ｓｏｎのそれよりも高いと判断で

きるが，それは，１９８０年手前からはじまっ たＱ１再評価と無縁ではないように思える 。

（５６８）
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（Ｊｅｎｋｍｓ の版のもの）

（Ｑ１の校合を示す箇

所）

Ｄｒａｍａｔｉｓ　Ｐｅｒｓｏｎａｅ

１． １．

１． ２．

１． ３．

１． ４．

１． ５．

２． １．

２． ２．

３． １．

３． ２．

２０世紀の版本と編纂におけるＱ１Ｈ舳〃（野口）

　　　　　　　　　　　表２

Ｊｅｎｋｉｎｓ がＱ１Ｈ舳肋を校合した箇所

１６７

行／箇所（（　）の中の数字は校合した箇所の数。例えば，３５（２）は３５行目の中

に校合箇所が２箇所あることを示している）

（Ｈａｍ１ｅｔ，Ｃ１ａｕｄ１ｕｓ，Ｇｅ廿ｒｅｄ（Ｇｅ廿ｒａｒｄ／Ｇｅｒｔｒａｄ　ｍ　Ｑ２ ，Ｇｅｒｔｍｄｅ），Ｃｏｒａｍｂｌｓ

（Ｐｏ１ｏｎ１ｕｓ），Ｌｅａｒｔｅｓ（Ｌａｅｒｔｅｓ），Ｏｆｅ１１ａ（Ｏｐｈｅ１１ａ），Ｖｏｌｔｅｍａｒ（Ｖｏ１ｔｅｍａｎｄ），Ｃｏｍｅ１１ａ

（Ｃｏｍｅ１１ｕｓ），Ｒｏｓｓｅｎｃｒａｆｔ（Ｒｏｓｅｎｃｒａｕｓ　ｍ　Ｑ２ ，Ｒｏｓｍｃｒａｎｃｅ／Ｒｏｓｍｃｒａｎｅ　ｍ　Ｆ１）
，

Ｇ１１ｄｅｒｓｔｏｎｅ（Ｇｕｙｌｄｅｎｓｔｅｍｅ／Ｇｕｙｌｄｅｒｓｔｅｍｅ　ｍ　Ｑ２ ，Ｇｕｌ１ｄｅｎｓｔｅｍｅ　ｍ　Ｆ１），Ｍｅｒ

ｃｅ１１ｕｓ，Ｂａｍａｒｄｏ／Ｂｅｍａｒ
ｄｏ ，‘ ａ　Ｂｒａｇａ血Ｇｅｎｔ１ｅｍａｎ’（Ｏｓｒ１ｃ），Ａ　Ｐｎｅｓｔ（Ｄｏｃｔ　ｍ　Ｑ

２），Ｃｌｏｗｎｅ（Ｇｒａｖｅ（１１ｇｇｅｒ），ａｎ　ｏｔｈ
ｅｒ

（ノ』、 言十１　）

０（ＳＤ）；１４；１２－４；１４；１８；１９；２４；３６；４２；４４；４６；４７；４８；５２；５４；６４（２）；６６；６８；

７１；７６（２）；９０；９１；９２；１０１；１１２－２８；１３０（ＳＤ）；１３４－５；１３７－ ８；１４１；１４２（ＳＤ）；１５５；

１６３；１６５；１６６；１６８；１６９；１７９；１８０

（小計４０箇所）

Ｏ（ＳＤ）；３５；３８；４０；４１；５０；５８；５８－６０；６４；１２８；１２９；１４３；１４７；１５０；１５１；１５５；

１５９；１７５；１７７；１７８；１８３；１８５；１８６；１８７（２） ；１９０；１９５；１９８；２００（２） ；２０４；２０５；

２０９；２１０；２１３；２２４；２２５；２２８；２３０；２３５－６；２３８；２４０；２４１；２４２－３；２４２；２４３（２）；

２４８；２４９；２５１；２５４；２５４（ＳＤ）；２５７

（小計５３箇所）

５７（２）；６２；６５（２）；７４；１０９；１１５；１１７

（小計９箇所）

１；２；６（ＳＤ）；９；１７－３８；４２；４５；４６；４８；４９；５６；６１；６３；６９；７１；７２；７５－８；８２；８７

（小計９箇所）

１， １８ ，１９ ，２０ ，２２ ，２４ ，２９（Ｊｅｎｋｍｓ は‘Ｈａｓｔｅ］Ｑ２，Ｑ１ ，Ｈａｓｔ，ｈａｓｔハ ’としてい

るが，Ｑ２では ‘Ｈａｓｔ’になっ ており ，ここは，誤 って，Ｑ１にしかない異形を用

いる結果となっ た）（３）；３３；３５（２）；４１；４３；５５；５６；５８；５９；６０；６２；６３；６９；７１；

７５；８０ －１；８４；９１；９１（ＳＤ）；１０４；１０７；１０９（ＳＤ）；１１２（ＳＤ）；１１３；１１５；１１７；１１８（２）；

１１９；１２３；１２８；１２９（ＳＤ）；１３２；１３５；１３６；１３７；１３８；１３９；１４０；１４２；１４６；１５８；１６４；

１６７－ ８；１６９；１７０；１７５；１７８；１８１；１８２；１８４；１８５；１８７’ ８．

（小計６１箇所，内誤 って ，Ｑ１の異形を採用した数１）

Ｏ（ＳＤ）；１；１４；５４；５６；９７；９９；１１４

（小計８箇所）

３９（ＳＤ）；４３；４５；４８；７３；７８；８３；８５；１０６；１４１；１７４；１７９；１９５（２）；２０３（２）；

２０８（２）；２１３（２）；２２１（ＳＤ）；２３９－６９；２７９；３０９；３１２（２）；３１９；３２２－ ３；３２３；３２４；３６０；

３６４（ＳＤ）；３７９；３８３；３８４；４０２ －４；４１５（２）；４１６；４１６（ＳＤ）；４１９（３）；４２１；４２６；４２９；

４３７；４４０－１；４４２（３）；４４３；４４７；４４８；４５２；４５３；４６１；４９５；４９８；４９８ －９；５００；５０２；

５１０；５２０；５２２；５２４；５２５；５３１；５３４；５３５；５３９（ＳＤ）；５５３；５７２；５７５；５７７；５７８（２）；

５７８（２）；５７９；５８３；５８４（２）

（小計８３箇所）

８３；１０７－ ８；１１０；１２１；１２９（２）；１３４；１４４；１４５（３） ；１４６；１４７－８；１４９；１６３

（小言十１５箇所）

３；４；９；１０；１３；３２；４５；９１（ＳＤ）；９７；９９；１０１；１０８；１２７；１２８；１３１；１３３（ＳＤ）；１３５

（４）；１３６（ＳＤ）；１３７；１３８；１３９；１４０；１４７；１４９（ＳＤ） ；１５０，１６８，１８１ ，２２０（Ｐ．Ｋ加ｇ；

Ｄ〃加Ｑ１）；１５６，１７２ ，２１１ ，２２２（戸．Ｑ倣舳；Ｄ〃６ん郷３ Ｑ１）；１７６；１８１；２１８；２１９；

２２５；２３２；２３４；２３７；２４０；２４６（２）；２４７；２４８；２５０；２５２（２）；２５４；２５４（ＳＤ）；２５５（２）；

２６０；２６８；３６０（２）；３６２；３６７（２）；３６９；３７０ ，３７１（２）；３７２；３７４（２）；３９０（ＳＤ）

（５６９）



１６８

３． ３．

３． ４．

４． １．

４． ２．

４． ３．

４． ４．

４． ５．

４． ６．

４． ７．

５． １．

５． ２．
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（小計６９箇所）

７２；７５；７９；８０；９１

（小計５箇所）

４；５；２１；２２；３２；７７；１０３（ＳＤ）；１１７；１４２；２１７；２１９（ＳＤ）

（小計１１箇所）

０（ＳＤ）；７；１０；１１

（小計４箇所）

１６－７

（小計１箇所）

１９；２０；２４；２６－８；３９（２）；５５；６０（ＳＤ）

（合計８箇所，内Ｑ１の異形採用数１）
０（ＳＤ） ；３；８（ＳＤ）；９－６６

（小計４箇所）

２０（ＳＤ） ，２３－６ ，２９－３２（Ｏｐｈｅ１１ａ ’ｓ　ｓｏｎｇ） ，３８ ，３９（２） ，４２ ，４８ －５１ ，５２－５ ，５２ ，６２－３
，

６４ ，６５ ，１１１（ＳＤ） ，１４２ ，１５３（ＳＤ） ，１６０ ，１７３ －４ ，１７４ ，１８０（３） ，１８５ ，１８７（Ｏｐｈｅ１１ａ ’ｓ

ｓｏｎｇ）；１９２；１９３；１９６；１９７（３）

（小計３０箇所）

（Ｓｃｅｎｅ） ，５５ ，５６ ，１６１ ，１７６ ，１８０ ，１８２（２）

（小計８箇所）

５５；５６；１６１；１７６；１８０；１８２（２）

（小計７箇所）

２８－９；５９（２）；７３（ＳＤ）；８４（２）；９７；１３５；１３７（２）；１４７；１５９（２）；１６０；１６１；１７５；１７８；

１８０；１８７；１９６；２０１；２０６；２１０；２１１（ＳＤ） ；２１１；２１９；２３６；２４３（ＳＤ）；２４６；２５４；２５５；

２５６（２）；２６９；２７０；２７１；２７２；２７９；２８７；２８７（ＳＤ）；２８８

（小計４１箇所）

８０（ＳＤ） ；１４４；１５６；１７６；２１５；２１６；２３９；２４０；２５８；２７８（ＳＤ） ；２８６；２８７－８；２８９；

２９１；２９５（ＳＤ）；３０６（ＳＤ）；３０８（ＳＤ）；３１６（ＳＤ）；３２１；３２２；３３１；３３２（ＳＤ）；３３６

（ＳＤ）；３４６；３４９；３５０；３６６（ＳＤ）；３９４；３９５；４０３；４０６

（小計３１箇所）

Ｑ１校合の箇所合計４９８

内Ｑ１の異形採用＝３（内，Ｑ２のつもりだったが，誤 って，Ｑ１の異形を採用

した数１／本文に関わるもの１／ＳＤにかかわるもの１）

　３）冊３０叱ゐ〃８加如８〃〃“ 冊３ ０ｏ閉〃２加Ｗｏ柵８（１９８８）のＱ１校合状況

　Ｔ１加０功〃８加加桝舳： Ｈ舳Ｚ〃の場合はどうであろうか。この版の典拠はＷｉｌｓｏｎ や

Ｊｅｎｋｍｓ の版とは異なる 。Ｓｔａｎｌｅｙ　Ｗｅ１１ｓ，Ｇａｒｙ　Ｔａｙ１ｏｒ 達は，Ｑ２を自版の典拠とする他の編者

達とは異なるテクスト観を提示した。上演を目的として創作されたテクスト ，しかも ，絶えず変

更， 削除，追加が行われたことが分かるテクスト ，更に，同じテクストを用いても ，上演の度毎

に表情の変わるテクスト ，このような性質を帯びている芝居のテクストのどの時点を捉えて，沙

翁のテクストと呼ぶかは極めて難しい問題であるが，Ｏｘｆｏｒｄ　Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅの編者達はその問題

を最初の上演に至る段階までの変化を踏まえてテクストを捉え，その段階で成↓したテクストを

作者のテクストというように考えたのである 。

　そのようなテクスト観を提示した０功〃８加尾ゆ６伽３ のＱ１評価は，次の引用 ，

Ｔｈｅ　ｒｅｐｏｒｔｅｄ　ｔｅｘｔｓ　ｈａｖｅ　ｍａｎｙ　ｆａｕ１ｔｓ　Ｆｒｅｑｕｅｎｔ１ｙ　ｔｈｅｙ　ｇａｒｂ１ｅ　ｔｈｅ　ｖｅｒｓｅ　ａｎｄ　ｐｒｏｓｅ　ｏｆ　ｔｈ
ｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５７０）



　　　　　　　　　２０世紀の版本と編纂におけるＱ１Ｈ”〃功（野口）　　　　　　　　　　　１６９

ｏｒ１ｇｍａ１一‘‘Ｔｏ　ｂｅ　ｏｒ　ｎｏｔ　ｔｏ　ｂｅ
，ａｙ

，ｔｈ
ｅｒｅ

’ｓ　ｔｈ
ｅ　ｐｏｍｔ

’’

ｓａｙｓ　ｔｈｅ１６０３Ｈｏ刎伽， ｕｓｕａ１１ｙ

ｔｈｅｙ　ａｂｂｒｅｖｌａｔｅ－ｔｈｅ１６０３Ｈｏ〃功ｈａｓ　ａｂｏｕｔ２ ．２００１ｍｅｓ
，ｃｏｍｐａｒｅ

ｄ　ｔｏ　ｔｈｅ３ ，８００ｏｆ　ｔｈ
ｅ

ｇｏｏｄ　ｑｕａｒｔｏ；ｓｏｍｅｔｉｍｅｓ　ｔｈｅｙ　ｉｎｃ１ｕｄｅ　ｌｉｎｅｓ　ｆｒｏｍ　ｐ１ａｙｓ　ｂｙ　ｏｔｈｅｒ　ａｕｔｈｏｒｓ（ｅｓｐｅｃｉａ１１ｙ　Ｍａｒ
－

１ｏｗｅ） ，ｓｏｍｅｔｍｅｓ　ｔｈｅｙ　ｍｃ１ｕｄｅ　ｐａｓｓａｇｅｓ　ｃ１ｅａｒｌｙ　ｃｏｂｂｌｅｄ　ｔｏｇｅｔｈｅｒ　ｔｏ　ｓｕｐｐ１ｙ　ｇａｐｓ　ｍ　ｔｈ
ｅ

ｒｅｐｏｒｔｅｒｓ　ｍｅｍｏｒｙ

　　Ｉｆ　ｗｅ　ａｃｃｅ　ｔ　ｔｈｅ　ａｒ　ｕｍｅｎｔ　ｔｈａｔ　Ｑ１ｄｅｒ１ｖｅｓ　ｆｒｏｍ　ａ　ｍｅｍｏｒ１ａｌ　ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔ１ｏｎ，ｔｈｅｎ　Ｑ

１１ｔｓｅ１ｆ　ｓｔａｎｄｓ　ｏｕｔｓ１ｄｅ　ｔｈｅ　ｎｏｒｍａ１ｒｏｃｅｓｓｅｓ　ｏｆ　ｔｅｘｔｕａ１ｔｒａｎｓｍ１ｓｓ１ｏｎ，ａｎｄ　ｃａｎ　ｏｎ１ｂｅ　ｒｅ
一

１ａｔｅｄ　ｔｏ　Ｆ　ｔｈｒｏｕ　ｈ　ｔｈｅ　ｍｅｄ１ｕｍ　ｏｆ　ｔｈｅａｔｒ１ｃａ１ｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｉｆ　Ｑ１ｒｅＨｅｃｔｓ　ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅｓ　ｍ

ｏｒ　ｂｅｆｏｒｅ１６０３，ｔｈｅｎ　Ｆ　ｃａｎ　ｏｎｌｙ　ｂｅ　ｒｅｌａｔｅｄ 　ｔｏ　Ｑ１ｔｈｒｏｕｇｈ　ｔｈ
ｅ　ｍｅｄ１ｕｍ　ｏｆ　ｔｈ ｅａｔｒ１ｃａｌ　ｐｅｒ

－

ｆｏｒｍａｎｃｅ（〃３０功〃８加加功３〃色ＰＰ　ｘｘｘ１１－１１１）

が示すように，Ｑ１が沙翁の書いた草稿や上演用台本など，作者が明確に関わ っているテクスト

と直接的関係を有していないと明言しているところに現れている 。Ｑ１が作者沙翁の草稿ないし

は上演用台本と関わるのは，上演という ，テクストから一段階隔てた次元とだけだというのであ

る。 Ｏｘｆｏｒｄ　Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅの編者はＱ１が記憶によっ て再構成されたテクストであり ，従 って ，

テクストの編纂にあた って，信頼の置けない箇所が随所にあると評価したのであ った 。

　しかし，本版がＱ１Ｈ舳肋をその成止過程の特徴を踏まえて評価している占として ，

Ｆｏｒ　ａｌｌ　ｔｈｌｓ　ｔｈｅｙ　ａｒｅ　ｎｏｔ　ｗ１ｔｈｏｕｔ　ｖａ１ｕｅ　ｍ　ｈｅ１ｐｍｇ　ｕｓ　ｔｏ　ｊｕ（１ｇｅ　ｈｏｗ　Ｓｈａｋ
ｅｓｐｅａｒｅ

’ｓ　ｐ１ａｙｓ

ｗｅｒｅ　ｏｒ１ｇｍａ１１ｙ　ｐｅｒｆｏｒｍｅ（１Ｔｈｅ１ｒ　ｓｔａ　ｅ　ｄ１ｒｅｃｔ１ｏｎｓ　ｍａ　１ｖｅ　ｕｓ　ｍｏｒｅ　ｍｆｏｒｍａｔ１ｏｎ　ａｂｏｕｔ

ｈｏｗ　ｔｈｅ　１ａ　ｓ　ｗｅｒｅ　ｓｔａ　ｅｄ　ｔｈａｎ　ｌｓ　ａｖａ１１ａｂ１ｅ　ｍ　ｏｔｈｅｒ　ｔｅｘｔｓ　ｆｏｒ　ｍｓｔａｎｃｅ，ｔｈｅ　ｒｅｐｏｒｔｅｄ

ｔｅｘｔ　ｏｆ　Ｈｏ刎如〃ｈａｓ　ｔｈ
ｅ　 ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ

‘‘

亙〃〃ブ Ｃ火〃ｏ 戸Ｚｏツゴ〃９ｏ〃ｏ　Ｚ〃〃島ｏ〃３ん６ブんｏかゴｏ吻〃，

５閉９閉〆一ｆａｒ　ｍｏｒｅ　ｖ１ｖ１ｄ　ｔｈａｎ　ｔｈｅ　ｇｏｏｄ　Ｑｕａｒｔｏ
’ｓ ‘‘

Ｅ〃ぴ０〃６伽
’’

ｏｒ　ｅｖｅｎ　ｔｈｅ　Ｆｏｌ１ｏ ’ｓ

‘‘

Ｅ〃鮒ｑク加伽ゐ鮒０６〃♂’Ｂｅｃａｕｓｅ　ｔｈｅｓｅ　ａｒｅ　ｏｓｔ－ｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　ｔｅｘｔｓ，ｔｈｅ　ｍａ　ｒｅ 一

ｓｅｒｖｅ
，ｍ　ｔｈｅ　ｍ１ｄｓｔ　ｏｆ　ｃｏｒｒｕ　ｔ１ｏｎ，ａｕｔｈｅｎｔ１ｃａ１ｌ　Ｓｈａｋｅｓ　ｅａｒ１ａｎ　ｃｈａｎ　ｅｓ　ｍａｄｅ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｌａ

ａｆｔｅｒ１ｔ　ｗａｓ 丘ｒｓｔ　ｗｒ１ｔｔｅｎ　ａｎｄ　ｎｏｔ　ｒｅｃｏｒｄｅｄ　ｅ１ｓｅｗｈｅｒｅ（ｐ　ｘｘｘ１１１）

という記述が指摘するように，Ｑ１のト書きの有効性を看過することはできない。本版の編者は ，

Ｑ１中にあるト書きには，Ｈ舳肋がどのように演じられたかを伝える ，他の古版には含まれて

いない情報が，誤りを含んでいる中にも ，見い出せるかも知れないと考えているのである 。この

意味で，表３が示すように，Ｑ１の校合箇所合計２００，そのうち，Ｑ１の異形採用は６箇所。そ

の６箇所のうち，５箇所はト書きに関わ っているという点は，この版の編者のＱ１評価を裏付

けているように思える 。

　本版のＱ１評価は，記憶によっ て再構成されたテクストであるＱ１Ｈ舳〃には，それゆえに

多くの誤りが含まれており ，信頼に欠けることろがある 。しかし，記憶による再構成テクスト ，

上演を観て作られたテクストであることから ，実際の上演に用いられたト書きが書き込まれてい

る可能性があり ，この点が本版編纂に貢献するものと考えたといえる 。

（５７１）



１７０ 立命館経済学（第４６巻 ・第５号）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表３

丁加Ｃｏ刎抄蛇Ｗｏ淋 ｊＨ舳〃（Ｏｘｆｏｒｄ）がＱ１Ｈ舳〃を校合した箇所

幕／場／

（Ｏｘｆｏｒｄ版のもの）

１． １．

１． ２．

１． ３．

１． ４．

１． ５．

２． １．

２． ２．

３． １．

３． ２．

３． ３．

３． ４．

４． １．

４． ２．

４． ３．

４． ５．

行 〃３ Ｃｏ砂Ｚ３〃Ｗ６沽Ｈ舳如¢（Ｏｘｆｏｒｄ１９８６）のＱ１校合状況

（ＣｏｍｐａｍｏｎとはＳｔａｎｌｅｙ　Ｗｅ１１ｓ　ａｎｄ　Ｇ　Ｔａｙ１ｏｒ　ｅｔ　ａ１，ｅｄｓ， 閉〃２舳

８加加吹鮒ｊＡ乃ｚ肋１０ｏ〃〃伽６ｏ〃（１９８７）のことである 。太字はＱ

１採用箇所。校合を一覧にしている箇所はＣｏｍａｐａｍｏｎ，ｐｐ４０２－１１

の‘ＴｅｘｕｔｕａｌＮｏｔｅｓ
’）

Ｔｉｔ１ｅ；２４－５；６０；６２（２）；８６；１３１（Ｆは ‘ｄａｙ’；ここではＱ２の ‘ｍｏｍｅ’を採用）；

１３９ ，１４４（Ｆは ‘ｔａ１ｋ
ｅｓ

’，

ここではＱ２／Ｑ１の ‘ｔａｋ
ｅｓ’を採用） ，１５５

（小計１０箇所）

３４；３５；１２８（ＳＤ）；１５０；１７６；１８５；１８６；１９５；２０４；２０５；２０９（Ｆ ：‘

Ｗｈｅｒｅａｓ　ｔｈｅｙ　ｈａｄ

ｄｅ１１ｕｅｒ’ｄ　ｂｏｔｈ　ｍ　ｔｍｅ，／Ｆｏｒｍｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｔｈｍｇ
，ｅａｃ

ｈ　ｗｏｒｄ　ｍａｄｅ　ｔｒｕｅ　ａｎｄ　ｇｏｏｄ
，’

Ｑ２ ‘Ｗｈｅｒｅａｓｔｈｅｙｈａｄｄｅ１１ｕｅｒｅｄｂｏｔｈ　ｍｕｍｅ／Ｆｏｍｅｏｆｔｈｅｔｈｍｇ　ｅａｃｈｗｏｒｄ

ｍａｄｅ　ｔｍｅ　ａｎｄ　ｇｏｏｄ
，’

Ｑ１ ‘Ｗｈｅｒｅ　ａｓ　ｔｈｅｙ　ｈａｄ　ｄｅ１１ｕｅｒｅｄ　ｆｏｍｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｔｈ１ｎｇ／

Ｅａｃｈ　ｐａｒｔ　ｍａｄｅ　ｔｒｕｅ　ａｎｄ　ｇｏｏｄ
，’

ここではＱ１の異形を採用して ，‘Ｗｈｅｒｅ，ａｓ

ｔｈｅｙｈａｄｄｅ１１ｖｅｒｅｄ，ｂｏｔｈｍｔｍｅ，／Ｆｏｍｏｆｔｈｅ出ｍｇ，ｅａｃｈｗｏｒｄｍａｄｅ缶ｕｅａｎｄ

ｇｏｏｄ
。，’

としている）；２３７；２４２；２４８

（小計１４箇所，内Ｑ１の異形採用数１）
１；７４（２）；１１７

（小計４箇所）

７（ＳＤ）；１０；２３；２６；３４；３７；５３；５９；

（小計８箇所）

１；１９；２２；２４；２９；３３；３５；４３（２）；４５；５５；６９；７１；７５；８４；１０７－８；１１４；１２０；１３７；

１４０；１５８；１６４；１７１；１７５；１７８；１７９

（小計２６箇所）

１・ ９８ ・１１５

（小計３箇所）

０（ＳＤ）；４３；４５；４８；１８０；１９７；２０２；２１４；２８０；３１４；３２５；３９２；４２１；４２５；４３５；４３８；

４４０；４４６－７；４５８；４５９；４６７；４７６；５０１；５０４－５；５０６；５１１；５２１；５２８；５３１；５３６；５４０
，

５４４（ＰＬＡＹＥＲＳ） ，５７７ ，５８０ ，５８５

（小計３５箇所）

９９；１１２；１３５；１４０；１４５；１４６（３）；１５８

（小計９箇所）

５；９；１０（２）；１３；３２；９４；１３１；１３４；１３６；１４５；２３１；２３３；２３９（２）；２４６；２４９；２５９；

２７８（ＳＤ）；２８１；３５７（２）；３６４；３６５；３６６；３８８

（小計２６箇所）

７２（ＳＤ）；８０

（小計２箇所）

４；７（ＳＤ）；９３（ＳＤ）；１０８

（小計４箇所）

Ｏ（ＳＤ）；６

（小計２箇所）

１６－７

（小計１箇所）

２１；２４ －５；２６－８；３８

（小計４箇所）

２０（ＳＤ　Ｆ ‘Ｅ〃６ｒ ｑク加伽”鮒”６¢〃
’，

Ｑ２ ‘Ｅ〃ぴＣ〃加伽
’，

Ｑ１ ‘Ｅ〃ぴＣ帖伽

戸伽加ｇｏ〃ｏ 〃蛇，伽４加ブ加加／４ｏ閉６５加ｇ加ｇ’；Ｏｘｆｏｒｄ版は，部分的に

Ｑ１を採用し ，‘Ｅ〃炊０〃６肋伽４，ｒ加ブ加か４ｏ舳，吻〃〃〃３「 ’としてい

（５７２）



４． ７．

５． １．

５． ２．

２０世紀の版本と編纂におけるＱ１Ｈ舳〃（野口） １７１

る。）；４１；５１；１４１；１５４（ＳＤ）；１７６；１８８－９；１９７；１９８（ＳＤ）

（小計９箇所，内Ｑ１の異形採用数１）
５６；１３４；１４０；１５３；１５６

（小計５箇所）

５５（ＳＤ）；６０；７４（ＳＤ）；８４；９６；１３５；１３７（２）；１６０；１６２；１８２；２０８；２１２（ＳＤ）；２４７

（ＳＤ）；２５０；２５５（ＳＤ）；２５９；２７２；２７３

（小計１９箇所）

１１２；１４３；１５８；１９０；２３６；２３７（ＳＤ ：Ｆ１およびＱ２にはなく ，Ｑ１にある ‘丁加ツ

ク伽昭〃肌’を採用し ，‘ 丁加ツク伽 ｏｇ〃
〃’ としている）；２４４（ＳＤ ：Ｆ１およびＱ

２にはなく ，Ｑ１にある ‘８加伽〃肱’を採用し ，‘８加加〃加，伽〃倣附伽
６妙なｏ Ｈｏ舳〃としている 。）；２５５（ＳＤ）；２５６（ＳＤ ：Ｆ１およびＱ２にはなく ，Ｑ

１にある ‘伽Ｑ〃舳６ 加伽４ｏ乃び脱伽４伽
エ’

を採用し ，‘ 丁加Ｑ〃舳〃〃）舳〃
’

としている） ，２６３（ＳＤ ，ここでは，Ｑ１の
‘ｔｈ

ｅＱｕｅｅｎｅｆａ１１ｅｓ ｄｏｗｎｅａｎｄｄ１ｅｓ ’の

残りを適用し ，‘Ｓｈｅ　 ｄｉｅｓ’としている）；２６４；２６４（ＳＤ）；２８３（ＳＤ）；２９６；２９７；３１４

（ＳＤ）（２）；３４３；３４４

（小計１９箇所，内Ｑ１の異形採用数４）

Ｑ１校合の箇所合計２００

内Ｑ１の異形採用６（内，ト書きが５）

　４）　Ｅｖｍｓ，Ｇ．Ｂｌａｋｅｍｏｒｅ，ａｎｄ　Ｊ．Ｊ．Ｔｏｈｉｎ， ｅｄｓ．， ”伽地リ〃８〃３ ８伽伽８〃ａ“，
２ｎｄ　ｅｄｎ

．

（１９９７）のＱ１校合状況

丁加Ｒ舳閉加８加加吹ｏブ６（２ｎｄ ｅｄｎ１９９７）のＱ１Ｈ舳伽評価は，本第２版のＨ舳伽の本

文の後に付された ‘ＮｏｔｅｏｎｔｈｅＴｅｘｔ
’，

ｐ１２３４に明示されている 。以下の引用 ，

Ｑ１ ，ａ
ｒｏｘｉｍａｔｅ１

ｍｅｍｏｒｉａ１ｌ

ｈａｌｆｔｈｅ１ｅｎｔｈＱ２１ｓｏｎｅｏｆｔｈｅｓｏ
－ｃａ１１ｅｄ‘‘ｂａｄ

’’

ｕａｒｔｏｓ，１ｅ　ａ

ｒｅｃｏｎｓｔｒｕｃｔｅｄ　ｖｅｒｓｉｏｎ　ｉｎ　ｔｈｉｓ　ｃａｓｅ　ｏｎｅ　ｂａｓｅｄ　ｍｏｓｔ ｒｏｂａｂｌ　ｏｎ　ａ　ｍｕｃ ｈ　ｓｈｏｒ
一

ｔｅｎｅｄ　ｔｅｘｔ ｒｅ　ａｒｅｄ　 ｂ Ｓｈａｋｅｓ　ｅａｒｅ ’ｓ　ｃｏｍ　ａｎ　ｆｏｒ　ｒｏｖｉｎｃｉａ１ｔｏｕｒｉｎ ，ｔｈｅ　ｐｒｍｃ１ｐａ１ｒｅ
一

ｐｏｒｔｅｒ，１ｔ１ｓ　ｇｅｎｅｒａ１ｌｙ　ａｇｒｅｅｄ， ｂｅｍｇ　ｔｈｅ　ａｃｔｏｒ　ｗｈｏ　ｄｏｕｂ１ｅｄ　ｍ　ｔｈｅ　ｒｏ１ｅｓ　ｏｆ　Ｍａｒｃｅ１１ｕｓ
，

Ｌｕｃ１ａｎｕｓ（ｔｈｅ　ｖ１１１ａｍ　ｔｈｅ　ｐ１ａｙ－ｗｌｔｈｍ－ｔｈ
ｅ－

ｐ１ａｙ　ｗｈｏ　ｒｅｐｒｅｓｅｎｔｓ　Ｈａｍ１ｅｔ’ｓ　ｕｎｃ１ｅ，Ｃ１ａｕｄｌｕｓ）
，

ａｎｄ　ｐｅｒｈａｐｓ，Ｖｏ１ｔｅｍａｎｄ　Ｔｈｕｓ，ａｌｔｈｏｕ　ｈ　ｍ　ｏｎｅ　ｓｅｎｓｅ　ａ　ｓｕｂｓｔａｎｔ１ｖｅ　ｔｅｘｔ，Ｑ１ １ｓ　ｗ１ｔｈｏｕｔ

ａｎ　　ｒｅａｌ　ｔｅｘｔｕａ１ａｕｔｈｏｒ１ｔ　， ｂｕｔ１ｔｓ　ｓｔａ　ｅ　ｄ１ｒｅｃｔｌｏｎｓ　ａｎｄ　ｖｅｒ　ｏｃｃａｓ１ｏｎａ１１　 １ｔｓ　ｒｅａｄ１ｎ　ｓ　ａｒｅ

ｖａ１ｕａｂ１ｅ１ｎ　ｓｕ １ｅｍｅｎｔｍ　 ｃｏｒｒｏｂｏｒａｔｍ　 ｏｒ　ｃｏｒｒｅｃｔｍ　Ｑ２ａｎｄ　Ｆ１Ｉｔ　ａ１ｓｏ　ｃｏｎｔａｍｓ　ｏｎｅ

ｓｃｅｎｅ
．．．

ｎｏｔｆｏｕｎｄｉｎ Ｑ２－４ｏｒ Ｆ１

の下線をほどこした部分が示すように，テクストの成立背景との関わりで，Ｑ１がＨ舳伽編纂

において，その典拠とはなりえないが，本文校訂に役立つことを認め，ト書き ，そして，ほんの

限られた数ではあるが，本文中の異形は，二つの古版，Ｑ２とＦ１を補い，確実なものにし，訂

正する意味で，有用であると明言している 。

　表４が示す如く ，Ｑ１校合の箇所は４版中で一番多い，６９５に上る 。そして，Ｑ１の異形採用

も一番多く ，１０箇所，そのうち ，３箇所はト書き ，７ヵ 所が本文に関わるものになっ ている 。こ

れらの数字はＲ１ｖｅｒｓ１
ｄｅ　Ｓｈａｋｅｓｐｅａｒｅの初版（１９７４）にある ‘Ｔｅｘｔｕａｌ　Ｎｏｔｅｓ’のそれと何ら変わ

りはなく ，この版の再版の真の意味がどこにあるのか疑わせる要素になっ ているように思える 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５７３）



　１７２　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４６巻 ・第５号）

　Ｑ１Ｈ舳Ｚ勿の異形が有用であるということは先の引用から明白だが，この異形採用の点から

見ても ，Ｒ伽郷〃３８んｏ尾砂３舳Ｈ舳〃にとっ て， Ｑ１Ｈ舳〃は校訂上決して無視できない位

置付けのテクストであることは明確といえる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表４

丁加Ｒ伽附〃６８加尾ゆ伽”３（２ｎｄ　ｅｄｎ
．， １９９７）がＱ１Ｈ舳〃を校合した箇所

幕／場１　　　　　　行
（Ｒｉｖｅｒｓｉｄｅ のもの）

１． １．

１． ２．

１． ３．

１． ４．

１． ５．

２． １．

２． ２．

３． １．

３． ２．

（太字はＱ１の異形を採用しいる箇所。）

Ａｃｔ－ｓｃｅｎｅ　
ｄ．

１ｖ１ｓ１ｏｎ

（小計１箇所）

０（ＳＤ）；１４；１６；１７；２１；３３；４０；４３；４４；４５；５５；６１（２）；６３（３）；６５；６８；７３（２）；７９；

８７；８９；９８；１０８；１０８－２５；１２６（２）；１３９；１４２（ＳＤ）；１５０；１５１；１５８；１６０；１６１；１６３；

１６４；１６７；１６８；１７５

（小計２９箇所）

Ｏ（ＳＤ）（３）；２９；３４（３）；３５；３８；５０；５５；５８（２）；５８－６０；１２６；１２７；１２８（３）；１２９；１５０；

１５１；１５５；１５６（２） ；１５７；１５８；１５９；１７４；１７５；１７７；１７７；１８３；１８５；１８６；１８７；１９１；

１９５ ，１９８ ，２００（２） ，２０３ ，２０４ ，２０９ ，２１３ ，２２４ ，２２５ ，２２７，２２８（ｓｐｅｅｃｈ　ｐｒｅ丘ｘｅｓ　Ｍａｒ
，

Ｂａｒ） ，２３１ ，２３６ ，２３７ ，２３８（ｓｐｅｅｃｈ　ｐｒｅ丘ｘ） ，２３９ ，２４１ ，２４１ ，２４２ ，２４７ ，２４８ ，２５０
，

２５０；２５１；２５３（２）；２５６

（小言十６０箇所）

０（ＳＤ）；１；９；３７；４９；５１（２）；５７；５７；６２；６３；６５；６５；７４；７４；１０９；１１４；１１５；１１７

（合計１８箇所，内Ｑ１の異形採用数１）

１；２；３；６；９；１７－３８；４８；４９；５６；６１；６３；７１；７２；７５－８；８２；８７

（小計１６箇所）

１；１８；２０；２２；２４；２９；３３；３５；３８；４１；４３；４５；５５（２）；５６；５８；５９；６０；６２（２）；６３；

６４；６９；７１；７５；７９；８４；９１；９３；１０４；１０７；１０９；１１３（２）；１１５；１１６；１１９；１２１；１２２

（２）；１２３；１２６；１２９；１３０；１３１；１３２；１３３；１３４；１３６；１３７；１４０；１５０；１５１（２）；

１５６（２）；１５９；１６１；１６２（２）；１６７；１７０；１７３；１７４；１７６；１７７；１８０；１８３；１８７
・

（小計６９箇所，内Ｑ１の異形採用数１）
０（ＳＤ）；１（２）；４；１４；２８；５０；５３；５４；５８；７１（２）；９４；９６（２）；９８；１１１；１１７

（小計１７箇所）

０（ＳＤ）（３）；１７；２９；３９；４３；４５；４８；５８；６３；７３；７６；７８；８５；１０６；１１３；１５１；１５３；

１６１；１７４（２）；１７８－９；１７９；１８８；１９５（２）；１９６；２００；２０２；２０３；２０８；２１３；２１５；２１６；

２１９；２２１；２７０；２７５；２７９；３０１；３０９（２）；３１３（２）；３１７；３２０；３２３－４；３２４；３２５；３２７；

３２９；３６３；３６４；３６５（２）；３６６；３６８（ＳＤ）；３８３；３８７；３８８；３９１；３９７－８；３９８－９；４００；

４０３；４０７－８；４１６－８；４１９；４２０；４２１；４２２；４２３（２）；４２５（２）；４２９；４３０（２）；４３３，４６８
，

５０２ ，５０５（ｓｐｅｅｃｈ　ｐｒｅ丘ｘｅｓ） ，４３３ ，４３８ ，４４１ ，４４４ －５ ，４４５ ，４４６ ，４４７（２） ，４５０（２）
，

４５１；４５６（２）；４５７；４６５；４６９；４９９；５０２（２）；５０３；５０４；５０６；５０９；５１４；５１９；５２０；

５２２ ，５２４ ，５２６ ，５２９ ，５３０ ，５３４ ，５３９ ，５４４（ｓｐｅｅｃｈ　ｐｒｅ丘ｘｅｓ） ，５４１（２） ，５４６－８， ５４９
，

５４９（ＳＤ）；５５９；５６１；５７６；５７９；５８０；５８３；５８７；５８８（３）；５９７；５９９

（小計１２９箇所，内Ｑ１の異形採用数２）

Ｏ（ＳＤ）；１；１９；４３；４８；５５－８９；５９（３）；７４；８２；１０６－７；１０８－９；１０９；１２０；１２７－８；

１２８；１３１－２；１３２；１３７；１４１；１４２；１４３（２）；１４４；１４６；１４７；１６１；１６２；１６７

（小計２９箇所）

０（ＳＤ）；３；４；９（２）；１０（２）；１２；１４；１５；３２；３５；４５；４５（ＳＤ）（２）；５１；７８；８９（ＳＤ）；

９４；１００；１０２；１０３－６；１０９；１１４－５；１１６；１３３－４；１３５（ＳＤ）；１３７（４）；１４０；１４１－２；

１４１ ，１４２ ，１４３ ，１４４ ，１５２ ，１５４（ＳＤ） ，１５５ ，１５５－７３ ，１６１（ｓｐｅｅｃｈ　ｐｎ丘ｘｅｓ）１７１－２
，

１８１；２１２；２１８－９；２２３；２２８；２３０；２３７；２３７－８；２３９（２）；２４１；２４５；２４６－７；２５２（２）；

２５３；２５６；２５８（２）；２６０；２６１（２）；２６６；２７０；２７１（２）；２７４；３２３；３３０；３４３；３４５；３５９；

　　　　　　　　　　　　　　（５７４）



３． ３．

３． ４．

４． １．

４． ２．

４． ３．

４． ４．

４． ５．

４． ６．

４． ７．

５． １．

５． ２．

　　　２０世紀の版本と編纂におけるＱ１Ｈ舳Ｚ功（野口）　　　　　　　　　　　１７３

３６９（２）；３７１；３７１；３７２（ＳＤ）；３７６；３７７；３７８；３８３－５；３８３；３８６；３８６（ＳＤ）；３９６；３９９

（小計８９箇所，内Ｑ１の異形採用数１）
１７；３６－７２；７２（ＳＤ）；７５；７９；８０；８９；９０；９１

（小計９箇所，内Ｑ１の異形採用数１）

４；５；２２；２３；３２；７１－６；７７；７８－８１；９２；１０１；１３７；１６１－５；１６５；１６７－７０；１８０；

２０２－１０；２１５；２１７（ＳＤ）

（小計１９箇所，内Ｑ１の異形採用数１）
Ｏ（ＳＤ）；４；１０；１１；３７（ＳＤ）；４０；４１－ ４．

（小計７箇所）

１８

（小計１箇所）

１１；１９；２０（２）；２４；２６－８；２９；３４；３５；３６；３９；５１－３；５２

（小計１４箇所）

０（ＳＤ）；３；８；８（ＳＤ）；９－６６

（小計５箇所）

Ｏ（ＳＤ）；２０；２３；２６；２９（ＳＤ）；３３；３８；３９（２）；４０；４１；４２；４６；４８－６６；５２；６４；６５；

７２－ ３， ７３（ＳＤ） ，７６ ，９６ ，９７ ，１０９ ，１１６ ，１２８ ，１３８ ，１４３（ ‘ｓｗｏｏｐｓｔａｋｅ’ ｆｒｏｍ　Ｑ１
’ｓ

‘Ｓｗｏｏｐ　ｓｔａｋｅ１１ｋｅ ’）
，１４４ ，１６１ ，１７１－２ ，１７６（２） ，１８２ ，１８３ ，１８８ ，１９０ －１ ，１９５ ，１９６

，

１９９；２００（２） ；２００ －１；２０！；２０２

（小計４５箇所，内Ｑ１の異形部分的採用数１）
（Ｓｃｅｎｅ　ｏｍ１ｓｓ１ｏｎ ，Ｑ１ｃｏｎｔａｍｓ　ａ　ｕｍｑｕｅ　ｓｃｅｎｅ，ｎｏｔ　ｆｏｍｄ　ｍ　Ｑ２－４ｏｒ　Ｆ１，ｗｈｅｒｅ

Ｈｏｒａｔｌｏ　ａｎｄ　Ｇｅ廿ｒｅｄ　ｃｏｎｖｅｒｓｅ　ｗＩｔｈ　ｅａｃｈ　ｏｔｈｅｒ）

（小計１箇所）

８；３５（ＳＤ）；４１；５６；５９；６８－８１；１００－２；１０６；１１４ －２３；１４０；１５０；１６２；１６６；１７７；

１８１；１８３

（小計１６箇所）

１（ｓｐｅｅｃｈ　ｐｒｅ丘ｘ） ，３（ｓｐｅｅｃｈ　ｐｒｅ丘ｘ） ，１２ ，４３ ，５５（ＳＤ） ，５９（２） ，６０ ，６４ ，６６ ，７４

（ＳＤ，ｗｈｉｃｈｐａｒｔ１ｙａｄｏｐｔｅｄＱ１ ’ｓｓｔａｇｅｄｋｅｃｔｉｏｎ：‘ ｈｅｔｈ
ｒｏｗｅｓｖｐａｓ

ｈｏｕｅ１
．’

）；８５

（２）；９４；９８；９９；１１１；１１５；１１８；１３９（２）；１４１；１４８；１５０ －１；１５１；１６１－２；１６５；１６６；

１６７；１７１；１７３－４；１７９；１８１；１８４；１８６（２）；１９３；２０８；２１３；２１７（ＳＤ）；２２１；２２６ ，２３５

（ｓｐｅｅｃ ｈ　ｐｒｅ丘ｘｅｘ） ，２２９ ，２４３ ，２５０ ，２５６ ，２５８（ＳＤ） ，２６２ ，２６３ ，２６４ ，２６９ ，２７４ ，２７５
，

２７６；２７７；２８４（ｓｐｅｅｃｈ　ｐｒｅ丘ｘ） ；２９２ ，２９３（ＳＤＤ）；２９４ －９

（小計６２箇所，内Ｑ１の異形採用数１）
１， ６８ －８０ ，８０（ＳＤ） ，８１ ，８９（ｓｐｅｅｃｈ　ｐｒｅ６ｘｅｓ） ，９１ ，９８ ，１００ ，１０６ －４３ ，１４７ ，１４８

，

１５５－６；１５８；１５９（２）；１６５－９；１６５；１７９；１８３（ＳＤ）；１９４（ＳＤ）；２１７；２１９；２２０；２２４

（ＳＤ）；２３０；２４４；２６１（２）；２７８（ＳＤ）；２７９（ＳＤ）；２８４；２８５（ＳＤ）；２８６；２８８；２９７；３０３

（ＳＤ）；３０６；３１０（ＳＤ）；３１５；３１６；３１９；３２６；３２７（ＳＤ）；３３１（ＳＤ）；３４４；３４５；３５８

（ＳＤ）；３６１（ＳＤ）（２）；３６４；３６６；３６７（ｓｐｅｅｃｈ　ｐｒｅ丘ｘ）；３８９；３９０；３９８；４０１；４０３（ＳＤ）

（小計６０箇所，内Ｑ１の異形採用数１）

Ｑ１校合の箇所合計６９５

内Ｑ１の異形採用＝１０（本文に関わるもの７／ＳＤにかかわるもの３）

皿

　以上４種の２０世紀を代表するといえるＨ舳〃のテクストのＱ１校合状況を見ながら ，校訂 ，

編纂という観点から ，Ｑ１Ｈ舳〃の有効／有用性の度合を検討してきたわけだが，どの版も ，

Ｑ１Ｈ舳Ｚ功が特にト書きとＱ２／Ｆ１の不確定性と誤りの発見，及び修正という点からいっ て，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５７５）



　１７４　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第４６巻 ・第５号）

決して無視できない価値を有していると判断している。中でも ，Ｊｏｈｎ　Ｄｏｖｅｒ　Ｗｉｌｓｏｎの版は，Ｑ

１評価と矛盾する面が見られただけでなく ，自版の典拠Ｑ２の読みが正当性を有するということ

を証かすための，時としては，大いなる権威を有する資料／テクストとしてＱ１を扱っている

ことが特記される 。Ａ．Ｗ．Ｐｏ１ｌａｒｄなどが下していたＱ１Ｈ舳〃の評価に大きく影響されてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　９）
たことは明らかであるが，それゆえにこのような矛盾が生まれたものと思われる 。また，ル♂伽

Ｈ舳〃，０功〃８加是砂６〃６ Ｈ舳以〃刀舳肋８加加吹ｏ陀 Ｈ舳〃もＱ１のト書きに関して

は基本的に一致して，同種の評価を下しているといえる 。

　２０世紀に出版されたこれらの版は，いづれも ，折衷方式を取り入れ，ｐｏｓ←ｐｅｒｆｏｍａｎｃｅｔｅｘｔ

としてのＱ１Ｈ舳〃はあくまでも記憶による再構成の結果生まれたテクストであると考え，ま

た， 相応の理由づけも行 っている 。この見地からする限り ，これらの現代版におけるＱ１Ｈ舳 一

〃の有効性と意義とはとうしても小さなものにならさるをえない。ａｕｔｈｅｎｔ１ｃ なものは，Ｑ２あ

るいはＦ１Ｈｏ刎〃でしかありえないのである 。

　しかし，ここで忘れてならないことは，既に触れたように，２０世紀に入 ってファクシミリ版や

現代の印字でＱ１Ｈ舳〃がいくつも出版されてきており ，とりわけ，Ｐａｕ１Ｂｅｒｔｒａｍ　ａｎｄ　Ｂ
ｅｒ －

ｍｃｅ ＷＫ１ｍａｎ，ｅ
ｄｓ

，珊６〃附ル切Ｈ舳伽（１９９１）やＧｒａｈａｍＨｏ１ｄｅｍｅｓｓａｎｄＢｒｙａｎ

Ｌｏｕｇｈ
ｒｅｙ，ｅ

ｄｓ ，丁加丁閉ｇ”ｏ〃Ｈ２並ｏ〃６ げＨ”刎Ｚ勿Ｐｒ刎６６ げＤ舳刎〃尾３（１９９２）などは ，Ｓｔｅｖｅｎ

Ｕｒｋｏｗ１ｔｚ などのＱ１への問い直しを受けた，近年の本文批評の ｖｅｒｓ１ｏｎｍｇという動向を反映し

　　　　　　１０）
たものであ った 。

　Ｑ１Ｈ舳Ｚ”のテクスト全体を忠実に世に出そうとする動きと連動して出版された，また，こ

れから出版されるかも知れない版（Ｑ１版）に関しては，古版としてのＱ１Ｈ舳Ｚ〃がそれらの

版の土台そのものであるがゆえに，絶大な意味を有するといえる 。つまり ，上に見たような２０世

紀を代表するＨ舳伽版とはいえなくとも ，広く読まれることをめざし，ぺ 一パ ー・ バッ ク版で

出版されている ，Ｈｏ１ｄｅｍｅｓｓ ／Ｌｏｕｇｈｒｅｙの編纂によるテクストでは，Ｑ１の意義は極めて大き

くなるのである 。

　これは，現在の沙翁Ｈ舳伽のテクスト観の相違に根差す編纂上の大きな乖離といえる 。Ｑ１

の成↓背景が確定しない限り ，今後もこれまでと同じく ，本文編纂に関しては，一致した見方を

許さない状況が展開していくことは確実で，Ｑ１Ｈ舳Ｚ勿の有用性は明白であ っても ，その位置

付けに関しては上に触れたように，大きく異なる見解が引き続き見られることになると思われる 。

注

１）以下を参昭。１）Ｆｕｍｅｓｓ　ｐ１３ ‘Ｏｆｔｈ１ｓｅｄ１廿ｏｎｏｆ１６０３ｏｎ１ｙｔｗｏｃｏｐ１ｅｓ ｈａｖｅｓｕｒｖ１ｖｅｄ，ａｎｄｂｏｔｈ
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１１ｅｓｔ　ｃｏｐｙ　ｋｎｏｗｎ　ｄｏｗｎ　ｔｏ１８２３，ｗｈｅｎ　ａ　ｃｏｐｙ　ｏｆ　ｔｈｅ　Ｑｕａれｏ　ｏｆ１６０３ｗａｓ　ｆｏｍｄ　Ｓ１ｒ　Ｈ
ｅｎｗ

　Ｂｍｂｕｒｙ　Ｉｎ１８５６ｔｈｅ　ｓｅｃｏｎｄ　ｃｏｐｙ
，１ａｃｋｍｇ　ｔｈｅ　ｔ１ｔ１ｅ　ｐａｇｅ

，ｗａｓ　
ｂｏｕｇｈｔ　ｆｒｏｍ　ａ　ｓｔｕｄｅｎｔ　ｏｆ　Ｔｎｎ１ｔｙ

　Ｃｏ１１ｅｇｅ，Ｄｕｂ１ｍ　ａ　Ｄｕｂ１ｍ　ｂｏｏｋｄｅａ１ｅｒ　ａｎｄ　ｎｏｗ　ｍ　ｔｈｅ　Ｂｒ血ｓｈ　Ｍｕｓｅｕｍ’／２）８肋加吹伽凶Ｈ舳 一

　伽〃３ハ耐Ｑ伽〃ｏ，１６０８，ｒｅｐｒｏｄｕｃｅｄ　ｍ　ｆａｃｓ１ｍ１１ｅ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｃｏｐｙ　ｍ　ｔｈｅ　Ｈｅｍｙ　Ｅ　Ｈｕｎｔｍｇｔｏｎ　Ｌ１ｂ
－

　ｒａｒｙ，ｐ３に ，‘Ｔｗｏ　ｃｏｐ１ｅｓ　ｏｆ　ｔｈｅ丘ｒｓｔ　ｑｕａｒｔｏ　ｅｄ．１ｔ１ｏｎ　ｏｆ　Ｓｈａｋ
ｅｓｐｅａｒｅ

’ｓ　Ｈａｍ１ｅ，１６０３，ａｒｅ　ｋｎｏｗｎ　ｔ０

　ｂｅ　ｅｘｔａｎｔ　ｏｎｅ　ｌｓ　ｍ　ｔｈｅ　Ｂｒ血ｓｈ　Ｍｕｓｅｕｍ　ａｎｄ　ｔｈｅ　ｏｔｈｅｒ１ｓ　ｍ　ｔｈｅ　Ｈｍｕｎｇｔｏｎ　Ｌ１ｂｒａｒｙ　Ｔｈｅ　ｃｏｐｙ　ｍ

ｔｈｅ　Ｂｒ１ｔ１ｓｈ　Ｍｕｓｅｕｍ　ｈａｓ　ｎｏ　ｔ１ｄｅｐａｇｅ，ａｎｄ　ｔｈｅ　ｃｏｐｙ　ｍ　ｔｈｅ　Ｈｍｔｍｇｔｏｎ　Ｌ１ｂｒａｒｙ１ａｃｋｓ　ｔｈｅ１ｅａｆ　ｃｏｎ

（５７６）



２）

３）

４）

５）

６）

７）

８）

９）

１０）

２０世紀の版本と編纂におけるＱ１Ｈｏ〃功（野口） １７５

ｔａ１ｍｎｇ　ｔｈｅ１ａｓｔ　ｐａｇｅ　ｏｆ　ｔｈ
ｅ　ｔｅｘｔ’とある 。

　　Ｈｕｂｂａｒｄ　ｐＰ６－７ ，ＨｏｌｄｅｍｅｓｓａｎｄＬｏｕｇｈ
ｒｅｙ，ＰＰ３２－３を参昭 。１８２５年のＰａｙｎｅ とＦｏｓｓ の版は最

初のＱ１Ｈ舳伽の復刻版。１８６０年のＳ　Ｔ１ｍｍｍｓの版は反対側のぺ 一ジにＱ２Ｈ舳〃を載せたパ

ラレル版。１８９０年のＴｈｅ　Ｂａｎｋｓ１ｄｅ　ＳｈａｋｅｓｐｅａｒｅのＱ１Ｈ舳〃版はＦ１Ｈ舳〃を伴う版 。

　　Ｃ１ａ
ゾｏｎ，ｐ．１２３を参照

。

　　Ｃ１ａゾｏｎ，ｐｐ１２３－４において，Ｌｏｕｇｈｒｅｙの ‘Ｄ１ｄｙｏｕｆｅｅ１ｗｈ
ｅｎｙｏｕｗｅｒｅｗｏｒｋｍｇｗ１ｔｈｔｈ１ｓｔｅｘｔ

ｔｈａｔｙｏｕｈａｄｔｏａｐ１ｏｇｌｚｅｆｏｒ１ｔｂｙｒｅｖ１ｓｍｇｍａｎｙｗａｙ ，１ｆｏｎｌｙｔｏｍａｋｅｔｈｅｓｅｎｓｅｃ１ｅａｒ？’という問い

に対する ，Ｓａｍ　Ｗａ１ｔｅｒｓ

の応えは ，‘ ｗｅ　ｄ１ｄ １ｔ　ｍ　ａ　ｒａｔｈｅｒ　ｐｍｓｔ　ｗａｙ　Ｗｅ　ｓａ１ｄ　ｔｈ１ｓ　ｌｓ　ｔｈｅ　ｐ１ａｙ

ｗｅ
’ｒｅ　ｄｏｉｎｇ，ａｎｄ　ｔｈｉｓ　ｉｓ　ｔｈｅ　ｐ１ａｙ　ｔｈａｔ’ｓ　ｇｏｉｎｇ　ｔｏ　ｂｅ　ｐｒｅｓｅｎｔｅｄ，ｓｏ　ｗｅ　ｄｉｄｎ’ｔ　ａｓ　ｉｔ　ｗｅｒｅ “ｃｏｒｒｅｃｔ

’’

ｔｈ
ｅ

ｔｅｘｔ　Ｗｅ　ｄ１ｄｔｈｅ　Ｑ１ｖｅｒｓ１ｏｎ　ｏｆ　Ｈａｍ１ｅｔ　ａｎｄ　ｄ１ｄｎ’ｔａｐｏ１ｏｇｌｚｅ　ｆｏｒ１ｔ　ａｔａｌ１ ’というものである 。

　　Ｍａｇｕｉｒｅ
，ｐｐ．３ａｎｄ　ｌＯを参照

。

　　Ｆｕｍｅｓｓ　ｐＰ２４－６，Ｍａｇｕｒｅ，Ｐ２５を参昭 。

　　Ｕｒｋｏｗｉｔｚ ，‘Ｇｏｏｄ　Ｎｅｗｓ　ａｂｏｕピ‘Ｂａｄ
’’

Ｑｕａｒｔｏｓ ’（１９８８）
，ｐｐ

．２０４－５；Ｈｏ１ｄｅｍｅｓｓ　ａｎｄ　Ｌｏｕｇｈｒｅｙ，ｐｐ

２２－４；Ｍａｇｕｉｒｅ
，ｐｐ．５５－７を参照

。

　　この他に ，Ｐｈ１１１ｐ　Ｅｄｗａｒｄｓ，ｅｄ ，丁加ル伽Ｃｏ刎加〃ｇ３ ８加加砂６〃６ Ｈｏ舳〃， Ｐｒ閉６３０ヅＤ舳舳ｏ〃

（１９８５）やＧ．Ｒ．Ｈｉｂｂａｒｄ， ｅｄ
．， Ｔ１加Ｗｂ〃山Ｃ伽５ゴ６ポ Ｈ舳〃（１９８７）が２０世紀に出されたＨｏ刎〃テク

ストとして話題を呼んだ。後者は，そのＴｅｘｔｕａ１Ｉｎｔｒｏｄｕｃｔ１ｏｎ
’，

ｐｐ６７－８９において，Ｑ１への立ち入

った考察をしている 。Ｑ１に対する全体的な評価は ，

　　Ｑ１ １ｓ
，ａｓ　ｌｔ　ｓｔａｎｄ

ｓ， ａ　ｓｏｎｙ　ｔｈｍｇ　ａｎｄ，ｆｒｏｍ　ｔｈｅ　ｅｄ１ｔｏｒ’ｓ　ｐｏｍｔ　ｏｆ　ｖｌｅｗ
，舳３エ肋刎６伽伽〃Ｚ刎６如

　　○雌，ｓｍｃｅ１ｔ　ｏｗｅｓ１ｔｓ　ｅｘ１ｓｔｅｎｃｅ　ｔｏ　ａ　ｆａｕ１ｔｙ　ｍｅｍｏｒｙ　ａｎｄ　ｍｕｃ ｈ　ｏｆ
１ｔｓ　ｗａｙｗａｒｄｎｅｓｓ　ｔｏ　ｓｈｅｅｒ　ｍｃｏｍ

　　ｐｒｅｈｅｎｓ１ｏｎ　Ｉｔｓ　ｍａｍ　ｖａ１ｕｅ，ｈｏｗｅｖｅｒ，１１ｅｓ　ｍ　ｔｈ１ｓ　ｔｈａｔ　ｔｈｒｏｕｇｈ　ｔｈｅ　ｆｏｇ，ｇｒｏｗｍｇ　ｔｈ１ｃ
ｋｅｒ　ａｓ　ｔｈ

ｅ

　　ｐ１ａｙ　ｇｏｅｓ　ｏｎ　ａｎｄ　ｒｅｃｏｌｌｅｃｔ１ｏｎ　ｂｅｃｏｍｅｓ　ｆａｍｔｅｒ
，ｏｎｅ　ｃａｔｃｈｅｓ　ｇ１ｍｐｓｅｓ　ｏｆ　ａｎ　ａｃｔｍｇ　ｖｅｒｓ１ｏｎ　ｏｆ　ｔｈ

ｅ

　　ｔｒａｇｅｄｙ　ｃｕｒｒｅｎｔ１ｎ　ｔｈｅ　ｅａｒ１ｙ　ｓｅｖｅｎｔｅｅｎｔｈ　ｃｅｎｔｕｒｙ（ｐ８９）

という箇所の斜字体を施した部分に要約されている 。従 って，相違はあるが，Ｈ舳ｚ勿テクスト編纂

上の位置付けと意義は，Ｗ
ｅｌ１ｓ　ｅｔａｌ

．，

ｅｄ ｓ．，ｎ６Ｃｏ砂Ｚ肋Ｗｏ沽の示すものとそう大きな相違はない

と判断する（Ｗｅ１１ｓ　ｅｔａ１
，ｅ

ｄｓ
．， Ａ乃伽〃Ｃｏ仰伽１ｏ〃，ｐｐ

．３９８－４０１を参照）。

　　Ｅｄｗａｒｄｓ の方も ，Ｔｈｅ丘ｒｓｔ　ｑｕａ廿ｏ　ｏｆ１６０３，ａｎ　ａｂｂｒｅｖ１ａｔｅｄ　ａｎｄ　ａｄａｐｔｅｄ　ｖｅｒｓ１ｏｎ　ｍ１ａｎｇｕａｇｅ　ｗｈ １ｃｈ

ｓｅｖｅｒｅ１ｙ　ｃｏｒｒｕｐｔｓ　ｔｈｅ　ｏｒ１ｇｍａ１，ｍｈｅｒ１ｔｓ　ｔｈｅ　ｃｕｔｓ　ａｎｄ　ｃｈａｎｇｅｓ　ｍａｄｅ　ｍ　ｔｈｅ　ｅａｒ１ｙ　ｐ１ａｙｈｏｕｓｅ

ｔｒａｎｓｃｒ１ｐｔ ’（Ｐ３０）という評価を与え，実際のテクスト編纂においては，“Ｒｅａｄｍｇｓ　ｆｒｏｍ　ｔｈｅ‘ｂａｄ’Ｑ

１ａｒｅ　ｇ１ｖｅｎ　ｗｈｅｎ　ｔｈｅ１ｒ　ａｇｒｅｅｍｅｎｔ（ｏｒ　ｄ１ｓａｇｒｅｅｍｅｎｔ）ｗ１ｔｈ　Ｑ２ｏｒ　Ｆ １ｓ　ｏｆ
１ｍｐｏｒｔａｎｃｅ

’’ （‘ Ｎｏｔｅ　ｏｎ　ｔｈ
ｅ

Ｔｅｘｔ
’，

ｐ． ７２）の示すところを行 っているので，Ｑ１の評価と扱いに関しては，他の代表的なそれと大

差ないといっ てよい 。

　　Ｍａｇｕｉｒｅ
，ｐｐ

．２８－３１を参照
。

　　以下を参照。１）Ｕｒｋｏｗｉｔｚ ，‘Ｇｏｏｄ　Ｎｅｗｓ　ａｂｏｕｔ“Ｂａｄ”Ｑｕａｒｔｏｓ
’，

ｐ． ２０４ ：‘ ｗｅ　ａ１Ｉ　ｗｏｕｌｄ　ｌｅａｍ　ｍｏｒｅ

ａｂｏｕｔ　Ｓｈａｋ
ｅｓｐｅａｒｅ

’ｓ　ｐ１ａｙｓ１ｆ　ｗｅ　ｃｏｕｌｄ１ｏｏｋ　ａｔ　ｔｈｅ　ａｃｔｕａ１ｒａｗ　ｍａｔｅｒ１ａ１，ｔｈｅ　ｖａｒｌａｎｔ　ｑｕａｒｔｏ　ａｎｄ　Ｆｏ１１０
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（小論は１９９７年１０月１１／１２日の両日にわたり ，福岡大学大隈キャンパスにおいて開催された第３６回日本シェイクスピア学

会の第５セミナーにおいて，「２０世紀の版本と編纂におけるＱ　ｌ　Ｈ舳〃の有効性」と題して発表した原稿に部分的な加

筆修正を施したものである 。）
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